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岡

川

健

二

(

剛
)

題
し
て

「
物
件
と
し
て
の
借
地
構
」
と
言
ふ
。
貸
借
権

は
債
権
で
あ
る
・こ
教

へ
ら
れ
て
來
た
私
達
に
は
極
め
て
異
標
に
響
く
言
葉

で
あ
る
。
併
し
こ
の
異
標
に
見
え
る
も
の
を
主
張
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
に
現
代
法
律
文
化
の
焚
達
が
窺
は
れ

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
顧

る
に
、
我
が
民
法
々
典
が

ロ
ー

マ
法
に
淵
源
す
る
獨
逸
民
法
第

一
草
案
を
纒
受
し
た
結
果
ロ
ー
マ

法
的
色
彩
を
濃
厚
に
持
ち
、
從

つ

て
賃
借
権
も
単
純

な
債
権

と
し
て
構
成

せ
ら
れ
た
事
は
敢
て
怪
し
む
に
足
り
な
い
の
で
あ
る
。
さ
り
乍
ら
我
が
民
法
施
行
以
來
既
に

三
十
七
年
の
歳
月
が
流
れ
、
そ
の
間
我
國
文
化
の
獲
達
眼
醒
し
く
我
が
民
法

々
典
と
の
間

に
調
和
せ
ざ
る
も
の
あ
る
を
意
識
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
つ
た
。
こ
の
不
調
和
を
調
和
す
る
爲
め
、
賃
貸
借

に
關
し
て
、
司
法
府
は
具
艦
的
安
當
性
を
重
ん
じ
て
判
例
賃
貸
借
法
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ゲ
オ
ル
ゲ
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ア
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レ
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ン
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し
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借
地
擢
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二
省
第
二
號
)

二

九
二
)

二

を
創
造
し
つ
・
あ
り
、

立
法
府
は
明
治
四
十
二
年
建
物
保
護
法
、

大
正
十
年
借
地
法
借
家
法
、

大
正
十
三
年

借
地
借
家
臨
時
腿
理

法
、
而
し
て
近
く
小
作
法
を
制
定
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
又
夙
に
學
界
に
於
て
は
或
は
ゲ
ル
マ
ン
の
森
林
生
活
か
ら
生
れ
た
法
律

へ
の

回
顧
が
な
さ
れ
、
或
は
現
實
の
社
會
か
ら
生
き
た
法
律
を
見
出
さ
ん
と
す
る
研
究
が
な
さ
れ

つ
・
あ
る
。
既
に
賃
貸
借
は

ロ
ー

マ
法

の

一
時
的
債
梅
関
係

理
論
に
よ
り
構
成
さ
る
可
き
で
な
く
グ

ル
マ
ン
法
の
継
続
的
債
権
関
係

理
論
に
依
る
可
き
こ
と
が
明
か
に
せ
ら

①

'

れ
、
か
く
し
て
問
題
は
貸
借
権

の
物
件
性
に
動
向
し
た
。
こ
の
點

は
ロ
ー

マ
法
と
ゲ
ル
マ
ン
法
と
の
際
立

つ
た
搏
撃
戦
場
で
あ
の
又

他
の
方
而
か
ら
も
幾
多
の
研
究
の
参
加
を
見
た
の
で
あ
る
眠
、
實
現
せ
ら
る
・
利
益
な
る
観
貼
に
嫁
つ
て
個

々
の
法
律
制
度
を
評
価

す
る
利
益
法
學
の
立
場
か
ら
の
参
加
は
未
だ
試
み
ら
れ
な
か
つ
た
。
然
る
に
最
近
こ
の
立
場
か
ら
の
主
張
が
本
書
に
依
り
て
な
さ
る

、
こ
と
、
な

つ
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
獨
逸

イ
ヱ
ナ
大
學
に
あ
る
経
済
法
研
究
所
の
第
九
號
の
報
告
書
で
あ
り
、
著
者
は
イ
ヱ
ナ
大

學
の
私
講
師
で
あ
る
。
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平
野
義
太
郎
氏

「民
法
に
於
る
ロ
ー
マ
思
想
ざ
ゲ
ル
マ
ン
思
想
」
三

=

頁
以
下
。

②

こ
の
点
に
關
ず
る
外
國
並
に
我
國
の
文
献
に
就
い
て
は
我
妻
教
授

「敷
金
の
附
從
性
」
法
學
志
林
三
〇
巻
九
號
二
五
頁
註

(五
)
参
照
o

(
二
)



著
者
は
先
づ
自
己
の
方
法
論
的
立
場
が
概
念
的
方
法
に
あ
る
に
非
ず
し
て
利
益

探
究
方
法

(
I
n
t
e
r
e
s
s
e
n
f
o
r
s
c
h
u
n
g
s
m
e
t
h
o
d
e

)

①

に
あ
る
旨
を
明
か
に
し
、
こ
の
立
場
よ
わ
賃
貸
借
関
係

を
分
析
し
そ
れ
に
如
何
な
る
利
益

が
内
在
せ
る
や
を
究
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち

「
民
法
典
の
債
権

法
と
物
権
法
と
の
限
界
は
本
質
的
に
は
次
の
鮎
に
求
め
ら
る
可
き
で
あ
る
。
債
権

法
の
内
部
に
於
け
る
法
律
制
度

は
唯
変
更
利
益

(
V
e
r
a
n
d
e
r
u
n
g
s
i
n
t
e
r
e
s
s
e

)

の
み
を
、
物
権

法
の
内
部

に
存
す

る
法
律
制
度
は
唯
保
持
利
益

(
E
r
h
a
I
t
u
n
g
s
i
n

t
e
r
e
s
s
e

)
の
み
を
實
現
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
薙

に
所
謂
変
更
利
益

.こ
は
現
存
経
済

状
態
の
変
更

に
向
け
ら
れ
た
利
益
を
謂
ひ
、

反
之
保
持
利
益

と
は
経
済
状
態
の
侵
害
ゼ
ら
れ
ざ
る
保
持
を
目
的
と
す
る
利
益
を
謂
ふ
」

(
七
頁
)
。
例

へ
ば
変
更
利
益

を
實
現
す

る
法
律
制
度
は
責
買
交
換
講
負
雇
傭
等
で
あ
り
,
保
持
利
益

を
實
現
す
る
法
律
制
度
は
所
有
権
地
上
…確
氏
名
権
等
で
み
る

(
十
頁
)。

而
し
て

「保
持
利
益

は
そ
れ
が
直
接

に
實
質
財
を
把
持
し
て
ゐ
る
時
に
於
て
の
み
物
的
利
益

(
d
i
n
g
I
i
c
h
e
 
I
n
t
e
r
e
s
s
e

)

と
称
し
得

ら
れ
る
」

(
十

一
頁
)
。
さ
て
賃
貸
借
は

「多
く
の
異
れ
る
利
益
を
共
に
實
現
せ
ん
と
結
合
し
て
ゐ
る
」

(
八
頁
)
の
で
あ
つ
て
、

「
賃
貸
借
の

一
部
に
は
抑
塵
さ
れ
た
保
持
利
益

、
而
も
物
的
利
益

が
隠
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
(
十

一
頁
)
。
從

つ
て
大
多
数
の
立

法
例

へ
ば
獨
逸

民
法
第
五
三
五
條
が
、
賃
貸
借
は
電
に
変
更
利
益

の
み
を
實
現
す
る
か
の
如
く
構
成
し
た
の
は

「調
和
し
得
ざ
る
物

を
融
合
せ
ん
と
の
冒
険

を
敢
て
し
て
ゐ
る
」

(
十
三
頁
)
と
の
非
難

を
生
じ
る
。
か
く
て
彼

に
從

へ
ば
賃
貸
借
の
性
質
を
究
明
す
る

に
就
て
第

一
の
重
要
條
件
は
、
賃
貸
借
関
係

に
内
在
せ
る
変
更
利
益

を
實
現
す
る
附
髄
的
諸
要
素
と
保
持
利
益

を
實
現
す
る
本
質
的
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物
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ざ
し
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の
倦
地
権
」

(第
二
巻
第
二
號
)

二

九
四
)

四

諸
要
素
と
を
明
瞭
に
分
析
し
、
後
者
を
抽
出
し
て
吟
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
始
め
て
學
説
上
の
曖
昧
を
生
ぜ
し
め
る
諸
要

因
を
排
除
し
、
以
て
賃
貸
借
の
本
質
的
性
質
を
明
瞭
な
ら
し
め
得

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
変
更
利
益

を
實
現
す
る
附
髄

的
要
素
.こ
し
て
次
の
三
者
が
指
摘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
先
づ
第

一
に
賃
貸
借
規
定
に
共
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
賃
貸
借
前
契
約

(
M
i
e
t
v

o
r
v
e
r
t
r
a
g

)
と
賃
貸
借
纏
綾
関
係

(
M
i
e
t
d
a
u
e
r
v
e
r
h
a
l
t
n
i
s

)

,こ
が
匪
別
せ
ら
れ
、

前
者
は
附
髄
的
要
素

で
あ
り
決
し
て
賃
貸
借
に

本
質
的
な
も
の
に
非
ず
ーこ
さ
れ
て
ゐ
る
。
蓋
し
前
者
は
後
者
を
設
定
す
る
爲
の
過
程
に
過
ぎ
ず
し
て
そ
れ

に
は
純
粋
な
る
変
更
利
益

が
内
在
し
て
居
り
、
夫
は
賃
借
物
の
引
渡
と
共
に
清
滅
し
去
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

(
十
二
頁
)
。
次

に
賃
借
物
引
渡
後
の
賃

貸
借
継
績
関
係

の
中
で
も
、現
在
の
大
多
数
の
立
法
例
が
認
め
て
ゐ
る
如
く
賃
貸
人
に
修
繕
等
の
保
存
義
務
が
あ
り
、從

つ
て
賃
借
人

に
保
存
請
求
構
が
あ
る
な
れ
ば
、
そ
れ
も
矢
張
り
附
髄
的
要
素
と
考

へ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
蓋
し
そ
れ
は
現
存
せ
ざ
る
も
の
を
誘
致

せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
も
の
で
あ
り
、
從

つ
て
変
更
利
益

を
實
現
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら

.(
一
四
頁
)
。
最
後
に
数

へ
ら
る
、
の
が
賃

料
支
払

義
務
で
あ
る
。
蓋
し

「
大
陸
法
に
於
て
支
配
的
規
律
で
あ
る
賃
料
支
払

義
務
と
使
用
橿
と
の
結
合

(即
ち
両
者

が
双
務
契
約

と
し
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
)
は
利
益
状
態
に
反
す
る
。
何
者
、賃
料
支
払

義
務
に
は
封
債
の
授
受
に
依
る
経
済
状
態
の
変
更

を
目
的
と

す
る
利
益

が
横

は
つ
て
居
り

(
反
之
使
用
権
に
は
保
持
利
益

が
内
在
し
て
ゐ
る
)
。
利
益

の
同
種
・三
言
ふ
こ
と
が

利
益

の
双
務
契
約
に
結
び
附
く
前
提
要
件
た
る
可
く
.
例
令
そ
れ
が
非
常
に
密
接
な
る
経
済

的
関
係

に
立

つ
て
ゐ
る
に
し
て
も
経
済



状
態

の
保
持
並
に
変
更

は
別
箇
の
法
律
構
成
を
要
求
す
る
」

(
十
七
頁
)
か
ら
。
從

つ
て
賃
料
支
払

義
務

は
附
髄
的
要
素
と
し
て
考

へ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
著
者
は
從
來

一
括
し
て
賃
貸
借
関
係

と
観
念
せ
ら
れ
た
も
の
よ
り
,
賃
貸
借
前
契
約
及
び
賃
借
人

の
保
存
請
求
権

並
に
賃
料
支
払

義
務
の
三
要
因
を
排
除
し
、
残
存
し
た
云
は
『
本
質
的
賃
貸
借
関
係

で
あ

る
使
用
構

に
物
件
性
特
質

が
存
す
る
や
を
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
著
者
の
言
ふ
物
堰
性
特
質

(
D
i
n
g
l
i
c
h
k
e
i
t
s
m
e
r
k
m
a
l
e

)
即
ち
物
的
利
益

の
實
定
法

に
表
現
さ
れ
た
形
態
と
は
何
か
。
此
れ
著
者
が
貸
借
権

の
物
件
性
の
決
定
的
要
因
と
な
す
所
の
も
の
で
あ

る
。
彼
は
此
は
保
持
利
益

の
共
通
的
表
現
形
態
と
し
て
の

「
縄
綾
」
D
a
u
e
r)
並
に

「
絶
対
性
」
(
A
b
s
o
l
u
t
h
e
i
t
)

・こ
、
物
的
利
益

の
共
通
的
表
現
形
態
と
し

て
の

「
物
の
直
接
支
配
」

(
D
i
e
 
u
n
m
i
t
t
e
l
b
a
r
e
 
S
a
c
h
b
e
h
e
r
r
s
c
h
u
n
g

)
並
に

「
使
用
橿
利
者
の
保
存
義
務
」

(
D
i
e
 
I
n
s
t
a
n
d
h
a
l
t

u
n
g
s
h
f
l
i
c
h
t
 
d
e
s
 
G
e
b
r
a
u
c
h
s
b
e
r
e
c
h
t
i
g
t
e
n

)
の
四
特
質

に
存
す
る
と
な
し
、
そ
の
各
特
質
に
付
き
理
論
的
歴
史
法
的
比
較
法
的
な

④

詳

細

な

る
吟

味

を

な

し

て
ゐ

る
。

③

ル
ー
ト
敬
授
は
本
書
を
次

の
如
く
紹
介
批
評
さ
れ
て
ゐ
る
。

「
著
者
は
こ
の
問
題

に
全
く
新
し
い
方
面
即
ち
利
益

法
學
の
立
場
か
ら
接
燭
せ
ん
ざ
試

み
て
ゐ
る
。
余

は
こ
の
種
の
法
律
學
に
対
し

て
殊
に
方
法
論
の
点
に
於
て
極
め
て
大
き
な
疑
を
持

つ
て
居

る
が
、
そ
れ
に
も
係
ら
ず
私
は
レ
ー
ニ
ン

グ

氏

の
な
し
た
様
な
企
て
、
即
ち
個

々
の
法
律
制
度
を
實
現
せ
ら
る

》
利
益
な
る
立
場
よ
り
評
価

す
る
企
て
は
好
結
果
を
約
す
る
も
の
ざ
言
ひ
得
る
。
事

實
著
者
は
此

の
方
法
に
依

つ
て
そ
の
申
に
化
体
せ
ら
れ
た
集
團
的
利
益

の
分
析
に
依
り
物
的
利
益

を
根
本
的
に
解
説
し
、
且

つ
賃
貸
借
関
係

の
純
梓
な

る
性
質
を
挟
出
す
る
こ
さ
に
よ
り
此
問
題
か
ら
全
く
新
た
に
し
て
興
昧
あ
る
方
面
を
捕
捉
ず
る
ご
ざ
に
成
功
し
た
。
爾
私
に
は
弔
ひ
得
る
如
く
見

え
る

ゲ
オ

ル
ゲ

.
ア

.
レ
ー

ニ
ン
グ

「
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擢
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)
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五



ゲ

オ
ル
ゲ

・
ア

・
レ
ー

ニ
ン
グ

「物
擢
と
し
て
の
借
地
樺
」

(
第
二
巻
第

;
號
)

(
一
九
六
)

六

も

の
が
多
く
あ
り
、
且
つ
著
者

の
賃
貸
借
法

の
改
正
に
謝
す
る
結
論
に
は
反
対

で
あ
る
ざ
は
言

へ
、
全
体
ざ
し
て
は
深
化
し
た
興
味
あ
る
科
學
的
研
究

で
あ
る
」

(
P
r
o
f
e
s
s
o
r
 
D
r
.
 
R
u
t
h
,
 
D
e
u
t
s
e
h
e
 
J
u
r
j
s
t
e
n
Z
e
i
t
u
n
g
,
 
1
9
3
1
,
 
H
e
f
t
 
2
3
,
 
S
.
 
 
1
5
2
6
.

)
o

④

か
く
し
て
著
者
は
近
世
に
於
る
歌
洲
客
國

の
立
法
例
を
蒐
集
し
そ
れ
を
四
表
現
形
態
に
分
析
し
、
夫
々
の
発
展
形
態
を
展
示
し
且

つ
之
等
四
表
現
形

態
の
内
部
的
聯
絡
な
探
究
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
理
論
的
考
察
を
第

一
章
に
、

コ

九
〇
〇
年
に
至
る
迄

の
獨
逸
の
賃
貸
借
法
」
ざ

「
鰍
洲
諸
外
國
の
賃

貸
借
法
の
概
観
」
ざ
粒
第
三
章
に
、

「
獨
逸
民
法
典

の
賃
貸
借
法
」
を
第
三
章
に
、
而
し
て
最
後

に

「
一
九

一
七
年
以
後
に
於
る
賃
貸
借
法
の
鍵
化
」

を
第
四
章

に
牧
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
併
し
著
者
が
第

二
章
以
下
に
於
て
な
し
た
歴
史
的
研
究
な
る
も
の
は
賃
貸
借
制
度
が
社
会

の
歴
史
的
発
展
殊
に

土
地
制
度
の
登
達
に
制
約
さ
れ

つ
》
発
展
し
來
り
た
る
過
程
な
明
か
に
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。

「
か
》
る
研
究
は
法
律

の
研
究
の
範
囲

外
で
あ
る
。

賃
貸
借
な
る
實
定
法
上
の
制
度
が
そ
の
衝
動
力
に
対
し

て
如
何
な
る
態
度
を
取
り
し
や
が
こ
の
際
重
要
で
あ
る
」

(
一
八
七
頁
)
ざ
な
し
、
第

一
章

に

展
開
せ
し
め
ら
れ
た
る
物
標
性
特
質
理
論
の
實
定

法
的
具
体
化
の
態
様
を
示
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
從
つ
て
私
は
物
標
性
持
質
の
四
表
現
形
態
理
論

に
重
点
を
置
き
、
必
要
な
る
限
度
で
そ
の
實
定
法
的
具
体
化
の
姿
を
織
込
み
つ
》
紹
介
の
筆
粒
進
め
た
い
ざ
思
ふ
。

(
三

)

「
縫
綾
」
1

保
持
利
益

の
共
通
的
表
現
形
態
の

一

「保
持
利
益

は
實
定
法
に
於
て
は
纒
績
な
る
特
質
を
本
質

と
す

る
規
範
内
容

に
置
き
換

へ
ら
れ
る
」
(
一
九
頁
)。
然
ら
ば
縫
綾
の
意

義
如
何
?

オ
ツ
ト
ー

・
フ
オ
ン
・
ギ
ー
ア
ケ
は
彼
の

「
纒
績
的
債
務
関
係

」
な

る
範
疇
を
樹
立
す
る
に
際
し
て

「給
付
が

一
定
時



⑤

鮎
に
實
現
さ
る

・
や
或
は
或
期
間

を
通
じ
て
實
現
さ
る
・
や
L
に
依
り
て
継
績
的
な
る
も
の
と

一
時
的
な
る
も
の
と
を
旺
別
し
た
。

而
し
て
雇
傭
契
約
賃
貸
借
契
約

は
前
者
の
典
型
的
な
る
も
の
と
な
し
た
。
之
に
対
し
て
著
者
は
反
勤
説
を
唱

へ
て
ゐ
る
。
即
ち
現
存

状
態
の
変
更

が
目
的
,こ
せ
ら
れ
且
達
成
せ
ら
れ
る

一
環
の
給
付
を
企
圖
す
る
雇
傭
契
約
は
、
請
負
契
約
委
任
契
約
と
同
機
縫
綾
的
法

律
関
係

と
称
し
得
な
い
。
何
者

「
保
持
利
益

を
内
在
せ
し
め
た
る
法
律
関
係

の
み
が
継
績
的
法
律
関
係

,こ
稔

せ
ら
る
可
き
で
あ
り
、

從

つ
て
こ
の
要
求

に
相
懸
す
る
法
律
制
度
の
区
分
を
可
能
な
ら
し
め
る
か
如
き
,
即
ち
保
持
利
益

を
化
髄
す

る
法
律
制
度
に
の
み
見

出
さ
る
可
き
縄
績
な
る
特
質
が
求
め
ら
る
可
き
で
あ
る
」
(
一
二

頁
か
ら
。
か
く
て
著
者
は
こ
の
意
味
に
於

る
織
績
性
と

は

「
根
砥

に
横
は
れ
る
保
持
利
益

の
連
続
的

(
不
噺
の
)
充
足
の
可
能
性
」
(二
二
頁
)
と
解
す
可
き
も
の
と
主
張
し
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
賃
貸
借

関
係

は
か

、
る
意
味
の
継
続
性
を
有
す
る
や
否
や
?

通
説
か
漠
然
・こ
「
使
用
の
許
與
」

(
G
e
w
a
h
r
u
n
g
 
d
e
s
 
M
i
e
t
g
e
b
r
a
u
c
h
獨

逸
民
法
第
五
三
五
條
参
照
)
を
継
続

給
付
な
り
と
な
す
は
誤
れ
り
と
な
し
、
著
者
は
上
述
の
利
益

探
及
方
法
に
基
く
賃
貸
借
鯛
係
の

分
析
の
結
論
に
縄
綾
性
の
概
念
を
適
用
し
て
次
の
結
論
を
導
き
出
し
て
ゐ
る
。
即
ち
所
謂

「
使
用
の
許
與

」
の
中
で
賃
貸
借
設
定
経

過
に
属
す
る
賃
借
物
引
渡
の
給
付
、
及
び
賃
貸
人
の
保
存
義
務
の
履
行
た
る
給
付
、
並
に
賃
料
支
払
義
務
の
履
行
た
る
給
付
は
変
更

利
益

を
實
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
從

つ
て
例
令
夫
が
反
覆
的
給
付
を
対
象

と
す
る
も

の
で
あ
つ
て
も
、
夫
に
向
け
ら
れ
た
利
益

は
各

個
の
給
付
,こ
共
に
清
滅
す
る
も
の
で
あ
り
夫
等
は
決
し
て
緯
績
性
を
持

つ
も
の
で
は
な
い
。
縄
績
性
を
持

つ
も
の
は
保
持
利
益

を
實

ゲ
オ
ル
ゲ
・
ア
・
レ
ー
ニ
ン
グ

「物
擢
、鳶
し
て
の
借
地
煙
」

(第
二
巻
第
二
號
)

(
】九
七
)

七



ゲ
ォ
ル
ゲ

・
ア

・
レ
ー

ニ
ン
グ

「
物
件
ざ
し
て
の
借
地
橿
」

(第

二
巻
第

二
號
)

(
桶
九
八
)

八

現
す
る
賃
借
人
の
使
用
権
関
係

の
み
で
あ
る

(
二
四
頁

…

二
七
頁
)
と
。
績
い
て
著
者
は
こ
の
使
用
権
関
係

に
内
在
せ
る
纏
績
性

が
さ
の
程
度
迄
規
範
内
容
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
か
の
問
題
、
即
ち
著
者
の
所
謂

「
継
続
方
向
」
(
R
i
c
h
t
u
n
g
 
a
u
f
 
D
a
u
e
r

)
の
研
究
に

⑨

進

ん

で
ゐ

る
。

⑤
G
i
e
r
k
e
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
3
5
7
.

⑥

並
で
継
続
方
向
に
關
す
る
経
済

的
利
益
関
係

、
並
に
繊
績
方
向
ざ
後
述
賃
借
人
の
保
存
義
務
ざ
の
相
互
関
係

に
付
き

一
言
し
よ
う
。
近
世

の
所
有
権

舳

は

一
切
の
封
建
的
な
土
地
束
縛

の
絆
を
噺
ち
切

つ
て
、自
由
な
る
所
有
曜
絶
対

な
る
所
有
権

へ
ざ
進
化
し
た
。
從

り
て
長
期
間

の
継
続
性
を
有
ず
る
賃
借

権
の
爲
に
所
有
権

が
束
縛

せ
ら
る

レ
ご
ざ
を
欲
せ
ず
、何
時
に
て
も
自
由
に
譲
渡
し
或
は
賃
貸
し
得
る
こ
ざ
が
認

め
ら
れ
た
。
蓋
し
立
法
者
は
最
も
欲
望

の
激
し
い
者
、
即
ち
最
も
大
な
る
価
格
を
支
払

ふ
者
に
財
貸
を
利
用
せ
し
む
る
こ
ざ
が
國
富
を
増
進

せ
し
め
る
所
以
だ
ざ
考

へ
た
か
ら
で
あ
る
。從

つ
て

賃
貸
借
は
短
期
の
夫

の
み
が
許
容
せ
ら
る
》
こ
ざ
》
な

つ
沈
。
而
し
て
右

の
短
期

の
賃
貸
借
関
係

に

ロ
ー

マ
法

の
元
物
主
義

の
法
則
が
加
は
る
ざ
次
の

結
果
を
生
ぜ
し
め
る
。
即
ち
賃
貸
借
関
係
が
終
了
ず
る
や
否
や
賃
借
物
た
る
土
地
家
屋
に
加

へ
ら
れ
だ
諸
種
の
改
良

に
依
る
価
値

の
増
加
分
は
、土
地
或

は
家
屋
な
る
實
体
の
不
可
分
的
な
偶
生
部
分
ざ
し
て
賃
貸
人
即
ち
所
有
標
者
に
蹄
し
て
了

ふ
o
從

つ
て
彼
は
新
に
締
結
す
る
賃
貸
借
契
約
に
於
て
士
地

家
屋
に
合
体
せ
し
め
ら
れ
た
慣
値
増
加
分
を
騰
貴
し
た
賃
料

の
形
式
で
牧
取
す
る
。
然
る
に
賃
借
人
は
改
良
費
を
支
出
し
て
も
そ
の
価
格

の
増
加
が
現

存
す
る
場
合
に
限
り
償
還
せ
ら
る

》
の
み
で
あ
り
、
又
価
値

増
加
が
改
良
費
用
以
上
に
生
じ
た
時
に
於
て
も
改
良
費

の
み
償
還

せ
ら
る

、
に
止
る

(
日

本
民
法
第
六
〇
八
條
屡
照
)
そ
こ
で
賃
借
人
は
効
果

不
明

の
改
良
並
に
そ
の
短
期
の
賃
貸
借
期
間
内
に
完
全
に
回
流
し
來
る
こ
さ
を
期
.待
し
得
な
い
改

良
は

一
切
避
け
、

一
旦
加

へ
た
る
改
良
は
出
來
る
丈
早
く
且
つ
多
く
回
収
せ
ん
ざ
勉
め
る
。
か
く
て
賃
借
人
は
賃
貸
借
清
滅
後
の
事
情
を
顧
る
ご
ざ
な



く
、土
地
家
屋
に
出
來
る
丈
の
濫
用
を
加
へ
夫
を
し
て
全
く
荒
慶
に
蹄
せ
し
め
て
も
意
ざ
し
な
い
。
こ
の
事
は
賃
貸
人
賃
借
人
双
方
の
不
利
益
を
來
し
、

又
延
い
て
ば
合
理
的
な
る
農
業
経
済
佳
宅
経
済
の
最
大
な
る
障
碍
ざ
な
る
。
か
く
て
最
近
の
賃
貸
借
立
法
は
賃
借
擢
に
物
権
性
を
認
む
る
こ
ざ
に
依
り

ト
述
の
障
碍
を
除
去
せ
ん
ざ
勉
め
る
に
到
つ
た
。
即
ち
、
一
方
賃
借
人
に
賃
借
物
の
一
切
の
保
存
義
務
を
課
し
、
他
方
夫
に
正
比
例
し
て
賃
借
権
に
緩

締
傾
向
を
、
延
い
て
絶
対
性
並
に
輻
引
渡
権
限
を
、
許
容
せ
ん
ざ
し
つ
》
あ
る
の
で
あ
る
が
こ
の
点
の
詳
細
は
後
述
に
譲
る
。

然
ら
ば
か

、
る
経
済
的
要
因
を
含
む
縄
績
傾
向
は
如
何
に
せ
ば
強
調
せ
ら
れ
得
る
や
?

著
者
に
依
れ
ば

そ
の
方
法
は
賃
貸
借
契

約
が
期
限
の
定
め
あ
る
も
の
な
り
や
否
や
に
依
り
て
異
る
。
即
ち
前
者
に
対
す
る
方
法
は
積
極
的
な
る
期
間
の
延
長
と
清
極
的
な
る

告
知
権

の
廃
止

の
二
で
あ
り
、
後
者
に
対
す

る
方
法
は
清
極
的
な
る
告
知
権

の
廃
止

で
あ
る

(
一
五
七
頁
、
二
四
九
頁

)。
著
者
は
こ

の
両
者

に
共
通
な
る
告
知
構
の
廃
止

に
就
い
で
詳
細
な
説
明
を
加

へ
て
ゐ
る
。
即
ち
告
知
権

は
賃
貸
借
麗
係
を

一
方
的
行
爲
に
依
り

て
解
滑
せ
し
め
得

る
も
の
で
あ

る
が
、
賃
貸
借
の
前
段
階
で
あ

る
設
定
経
過

に
關
し
て
発
生
す
る
告
知
権

(
例

へ
ば
獨
逸
民
法
第
五

四
二
條
)
は
、
事
,
変
更
利
益

に
爾
す
る
が
故
に
継
続
性
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い

(
四

一
頁
)
。
又
保
持
利
益

を
實
現
す
る
賃
借

物
の
占
有
移
転
後
の
使
用
権

に
開
す
る
告
知
纏

に
て
も
、
賃
借
人
の
夫
は
使
用
権

の
放
棄
宣
言
を
意
蛛
す
る
も
の
な
る
が
故
に
是
叉

縄
績
性
を
害
し
な
い

(
一
八
九
頁
)
。'
更

に
使
用
権
に
關
す
る
賃
貸
人
の
告
知
権

に
て
も
、
法
律
制
度
の
必
然
的
構
成

要
素
と
な
つ

て
居
な
い
も
の
、
即
ち
任
意
規
定
に
基
く
告
知
構
も
纒
綾
性
を
害
し
な
い

(
三

一
頁
、

一
八
八
頁
)
。
か
く
て
縫
綾
性
を
害
す
る
告

知
権
は
保
持
利
益

の
實
現
に
資
す
る
使
用
橿
の
解
消
を
招
徐
せ
し
め
る
張
行
規
定
に
基
く
告
知
権

で
あ
る
こ
と

に
な
る
。
か

・
る
告

ゲ
ォ
ル
ゲ

・
ア

・
レ
ー

ニ
ノ
グ

「
物
件
ざ
し
て
の
借
地
権
」

(第

二
巻
第

二
號
)

(
一
九
九
)

九



ゲ
ォ

ル
ゲ

●
ア

●
レ
ー

ニ
ン
グ

「
物
擢

ざ
し
て
の
借

地
纒
」

(第

二
巻
第

二
號
)

(
二
〇
〇
)

一
〇

知
纏
は
實
定
法
上
種

々
の
要
件
の
下
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
殊
に
固
有
な
る
使
用
権

,こ
賃
料
義

務
保
存
義
務
等
と
が
合

し
て

一
の
双
務
法
律
関
係
と

し
て
構
成
さ
九
て
ゐ
る
結
果
、
必
然
的
に
彊
行
的
告
知
纏

が
認
許
せ
ら
る
、
こ
と

、
な
る
。
こ
の
利
益

状
態
に
反
す
る
法
律
構
成
は
保
持
利
益
を
抑
塵
す
る
こ
と

・
な
る
。
さ
れ
ば
最
近
の
賃
貸
借
立
法
は
か

・
る
告
知
権

を
廃
止
し
,
以

て
使
用
構
を
時
間
的
障
碍
よ
り
解
放
せ
ん
ーこ
圖

つ
た

(
四
二
頁
)
。
以
下
著
者
の
精
密
な
る
研
究
の
結
果
を
要
約
し
よ
テ
。

人
類
の
置
會
生
活
が
未
た
幼
稚
で
あ
る
時
代
に
於
て
は
、賃
貸
借
関
係
は
輩
な
る
事
實
関
係
だ
る
に
止
り
法
律
関
係
ざ
し
て
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
o其
れ
が

漸
く
ロ
ー
マ
法
に
到
つ
て
一
段
ざ
進
化
し
法
律
関
係
ざ
し
て
認
め
ら
れ
始
め
た
。
併
し
物
擁
的
諸
特
質
が
認
め
ら
る
》
に
は
到
ら
ず
輩
な
る
債
権
関
係
ざ

し
て
認
め
ら
れ
る
に
止
つ
た
。從
つ
て
継
続
方
向
も
全
く
顧
ら
る
》
こ
ざ
な
く
賃
貸
人
は
約
定
期
間
前
に
於
て
さ
へ
賃
借
人
を
放
逐
し
得
る
の
で
、賃
借
人

は
唯
損
害
賠
償
を
求
め
得
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
(七
六
頁
)
。
こ
の
ロ
ー
マ
法
の
精
神
が
流
れ
て
濁
擁
民
法
第

噌草
案
に
迄
生
長
し
て
行
つ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
賃
借
擢
に
就
い
て
も
草
案
は
純
梓
な
る
債
擁
ざ
し
て
の
賃
借
擢
を
高
揚
し
た
。
か
く
て
ゲ
ル
マ
ン
民
族
固
有
の
傳
統
を
固
守
せ
ん
ざ
ず
る
ゲ
ル
マ
ニ

ス
テ
ン
の
激
し
き
論
難
を
あ
び
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。就
中

「
若
し
も
草
案
が
ロ
ー
マ
的
な
理
論
を
固
守
し
、以
て
債
権
の
純
粋
概
念
の
凡
ゆ
る
物
標
法
的

の

な
濁
り
を
忌
避
ず
る
な
れ
ば
、
夫
は
吾
人
の
法
律
生
活
を
厭
箔
テ

る
も

の
で
あ
る
」
ざ
の
ギ
ー
ア
ケ
の
批
評
を
受
く
る
こ
ざ
》
な

つ
た
、
爲
に
草
案
は
修

正
せ
ら
れ
、物
擢
法
的
な
濁
り
が
獨
逸
民
法
典

に
探
用
せ
ら
る
》
こ
ざ
》
な

つ
た

の
で
あ
る
。
併
し
そ
の
批
判
た
る
や
賃
借
権

の
物
擢
的
構
成

の
全
面
的
観

点
よ
り
な
さ
れ
な
か
つ
た
か
ら
、
そ
れ
は
主
ざ
し
て

国
①
ロ
h
耳
貯
洋

巳
。
算

ζ
蒼

①
の
原
則

の
輸
入
に
止
り
継
続
方
向
の
如
き
は
顧
ら
れ
な
か
つ
允
。

從

つ
て
獨
逸

民
法
典
に
於
て
時
間
的
限
界
性
は
、

一
方
に
於
て
賃
貸
借

の
定
義
内
容
ざ
な
り

(
獨
逸
民
法
第
五
三
五
條
参
照
)
、
他
方
に
於
て
賃
借
擢
さ



賃
料
義
務
ざ
の
双
務
関
係

へ
の
結
合
そ
の
他

に
基
く
幾
多

の
分
枝
し
艶
告
知
艦
系
に
依
り
確
保
せ
ら
る

》
こ
ご

》
な

り
だ

(
一
四
七
頁
1

一
四
八
頁
)
。

亦
、
獨
逸

ざ
同
じ
く

ロ
ー

マ
法
の
影
響

の
下
に
民
法
典
を
編
纂
し
た
大
陸
諸
國
は
、
継
続

方
向
に
關
し
て
も
概
ね
同

一
渉
調
を
探
り
甚
し
く
纒
績
性
を
害

し
て
ゐ
る
。
勿
論
そ

の
時
間
的
限
界
点
な
或

は
十
二
年

(
ロ
シ
ア
民
法
典
第

一
六
九
二
條

但
し
第

一
六
九
三
條

は
土
地
賃
貸
借
に
就
い
て

三
六
年
の
例

外
を
認
む
ー
ー

一
=
二
頁
)
、
或
は
七
年

(佛
蘭
西
民
法
1

=

○
頁
ご

し
な
し
、
叉
そ

の
限
界
規
定

の
効
力
も
或
は
取
締
規
定
、
或
は
効
力
規
定
、
或

は
期
間
経
過
後
自
由
な
る
告
知
権
を
認
む
る
方
法
で
搭
保
す
る
等
、
無
藪
の
ヴ
ア
ー
リ

ヱ
ー
シ
ヨ

ン
を
件

つ
て
は
ゐ
る
が
継
続
性
准
害
ず
る
点
に
於
て
は

同

一
で
あ
る

二

四
四
頁
-

一
四
五
頁
)
。

⑭
O
t
t
o
 
v
o
n
 
G
i
e
r
k
e
,
 
D
e
r
 
E
n
t
w
.
 
e
i
n
e
s
 
b
i
i
r
g
e
r
l
.
 
G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
s
 
u
.
 
d
a
s
 
d
e
u
t
s
c
h
e
 
R
e
c
h
t
,
 
S
.
 
1
9
0
 
 
f
f
.

以
上
の
大
陸
法
系
に
対
立
す
る
も
の
ざ
し
て
注
目
す
可
き
は
英
法
で
あ
る
o

即
ち
不
動
産
賃
借
権

(
l
e
a
s
e

)

は
時
間
的
限
界
性

を
持

つ
点
に
於
て
無

制
限
所
有
権

(
e
s
t
a
t
e
 
i
n
 
f
e
e
 
s
i
m
p
l
e

)
ざ
隔
別
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
契
約
期
間
は
任
意
の
長
期
に
定
め
得
る
の
で

(
L
a
w
 
o
f
 
P
r
o
p
e
r
t
y
 
A
c

t
,
 
1
9
2
5
,
 
s
e
c
t
.
 
2
0
5
.

)
例

へ
ば
八
〇
年
九
九
年
に
も
及
ぶ
の
は
屡

々
で
あ
る

(九
七
頁
)
。
此
点
に
於
て
英
法
の
不
動
産
賃
借
擢
は
物
権
性
特
質
を
多
分

に
所
有

せ
る
も

の
.こ
言
ひ
得
る
o

欧
洲
大
戦
中
は
勿
論
大
戦
後
に
於
て
、
住
宅
が
鉄
乏
し
賃
貸
借

の
纏
績
方
向
を
強
調

て
る
の
必
要
が
感
ぜ
ら
れ
た
。
爲
に
継
続
性
が
漸
次
戦
弔
時
並
に

戦
雪
後
の
立
法
に
認
め
ら
る
》
に
到

つ
艶
o
勿
論
そ
の
強
度
ざ
速
度
ざ
は
同

一
段
階
同

↓
テ
ソ
ポ
に
あ
る
の
で
な
く
、
各
國

の
國
情

に
依
り
て
種

々
の
差

を
生
じ
だ
け
れ
共
、
互
に
共
通
し
た
傾
向
ざ
し
て
彼
が
示
ず
二
者

の
も
の
を
白
描
す
れ
ば

(
a
)
告
知
権

の
廃
止

(
A
b
b
a
u
 
d
e
s
 
K
u
n
d
i
g
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s

)

最
近
の
賃
貸
借
立
法
は
之
に
向
つ
て

一
路
適
進
し
た
の
で
な
く
、
複
雑
な
社
會
関
係

に
支
配
せ
ら
れ
て
遅

々
ざ
し
た
歩
み
を
績
け
た
の
で
あ
る
。
即
ち

ゲ
オ

ル
ゲ

・
ア

・
レ
ー
ニ
ン
グ

「
物
件
ざ
し
て
の
借
地
櫃
」

(
第
二
巻
第

二
號
)

(
二
〇

一
)

=



ゲ
オ

ル
ゲ

・
ア

・
レ
ー
ニ
ン
グ

「
物
権
ざ
し
て
の
借
地
権
」

(
第
二
巻
第
二
號
)

(
二
〇
二
)

=

一

(
イ
)
賃
貸
人

の
告
知
権

の
最
初
の
制
限
は

一
九

一
七
年

の
賃
借
人
保
護
令

(
M
i
e
t
e
r
s
c
h
u
t
z
V
e
r
o
r
d
n
u
n
g
 
v
o
n
 
 
2
6
.
 
7
.
 
1
9
1
7

)

第

一
條
第

一

號
に
現
は
れ
だ
の
で

「
告
知
サ

レ
タ
賃
借
人

ハ
調
停
所

二
訴

へ
得

ル
調
停
所

ハ
賃
貸
人
ノ
告
知
ノ
有
敷
性

ヲ
判
決
ス
ル
」
旨
が
規
定
せ
ら
れ
た
。
斯
く

て
賃
貸
人

の
不
當
な
る
告
知
は
調
停
所

の
事
後
審
査

に
依
り
遡
及
し
て
無
敷
な
ら
し
め
ら
る

レ
ご
ざ
》
な
つ
た

(
一
九

一
頁
)
。

(
ロ
)
衣
に

一
九

一
八
年

の
第
二
賃
借
人
保
護
令

(
z
w
e
i
t
e
 
M
.
 
S
c
h
.
 
V
.
 
v
o
m
 
2
3
.
 
9
.
 
1
9
1
8

)
第
六
條
第

一
號
は
規
定
し
て
曰
く

「
住
宅
ノ
賃
貸

人
ガ
賃
貸
借
関
係

ヲ
法
律
上
有
敷

二
告
知
セ

ン
爲

ニ
ハ
賃
貸
借
調
停
所
ノ
事
前
同
意
ヲ
要

ス
」
ざ
。
か
く
て
今
や
告
知
制
度
そ
の
も

の
》
本
質
に
鍵
更

が
加

へ
ら
れ
、
告
知
な
る
處
分
は
官
塩
の
行
爲
ざ
私
法
的
法
律
行
爲

の
二
要
素

よ
り
成
立
し
(
↓
九
二
頁
)
、
賃
貸
人
は
賃
貸
借
関
係

を

一
方
的
に
解
潰

せ
し
め
る
権
利
准
失
ふ
に
至

つ
た

二

九
八
頁
)
。
併

し
本
文
に
見
ら
る
」
如
く
本
條
に
依

る
保
護
は
住
宅

の
み
に
限
ら
れ
た
の
で
あ

つ
た
が
、

噌
九

一
九
年
の
改
正
法

(
N
o
v
e
l
l
e
 
v
o
m
 
2
2
.
 
6
.
 
1
9
1
9

)
は
店
舗
並

に
工
場
に
も
及
ぶ
こ
ざ

》
改
正
し
、
終

に

一
九
一
一一二
年
の
賃
借
人
保
護
法

(
竃
一2
?

r
s
c
h
u
t
z
g
e
s
e
t
z
 
v
o
m
 
1
.
 
7
.
 
1
9
2
3

)

に
到
り
て
か
》
る
制
限
は
撤
塵
せ
ら
れ
、

原
則
ざ
し
て
総
べ
て
の
賃
貸
借
に
及
ぶ
こ
ざ
が
認
め
ら
る
》
に
到

つ
だ

(
一
九
七
頁
ー

一
九
八
頁
)
o

(
ハ
)
更
に

一
九
一
二
二
年

の
賃
借
人
保
護
法
第

一
項
後
段
は

「
廃
棄

(
A
u
f
h
e
b
u
n
g

)

ハ
賃
貸
人

ノ
請
求

ニ
ヨ
リ
裁
判
所
ノ
判
決

ニ
ヨ
リ
テ
ノ
ミ
ナ

シ
ウ

ル
」
ざ
定
む
c
か
く
て
賃
貸
借
関
係

を
屡
棄
し
賃
借
場
所

の
明
渡
を
命

じ
得
る
擢
隈
は
全
く
國
家
に
蹄
属
せ
し
め
ら
る

》
こ
ざ

》
な
つ
た

二

九

八
頁
)
。
然
も
此
の
段
階
に
於
て
著
し
き
事
は
告
知
原
因
そ
の
も
の
を
制
限

し
姶
め
だ
点
で
あ
る
。
継
続
方
向
の
決
定
的
標
準
を
要
式
的
腰
棄
行
爲
の

み
に
限
定
す
る
の
は
単
に
形
式
的
手
續

法
的
方
面
の
み
〃
眺
め
沈
も

の
で
狭
ず
ぎ
る
。
更
に
進
ん
で
告
知
原
因
そ
の
も
の
を
法
定
並
に
制
限
し
以
て
實

質
的
實
体
法
的
方
面
を
も
考
慮
し
て
始
め
て
完

全
標
準
た
り
得
る
の
で
あ
る

(
二
四
四
頁
-
二
四
五
頁
)
。
即
ち
賃
貸
人
の
自
由
裁
量
に
依
る
告
知
或

は
止

む
を
得
ざ
る
事
由
に
基
く
告
知
等
准
発
し
て
、
賃
借
擢
の
讐
績
方
向
を
阻
害
せ
ざ
る
且

つ
最
も
正
確
に
記
述
さ
れ
た
告
知
要
件
を
強
行
法
的
に
確



定
し
て
始
め
て
、並

に
織
繧
傾
向
が
決
定
的
に
強
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

(
二
四
六
頁
ー

二
四
七
頁
)。
此

の
意
味
に
於
て
薯
者
は
、
本
法
第
二
條
乃
至
第

四
條
に
列
墾
さ
れ
た
告
知
原
因
に
就
善
詳
細
な
る
吟
味
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
継
続

方
向
を
認
め
た
も

の
二
一二
か
例

示
せ
ぼ
次

の
如
し
。
獨
逸

民
法
第
五
五
三
條
に
依
り
て
賃
借
人
が
賃
貸
人

の
権
利
を
署
し
く
侵
害
し
た
る
場
合
に
認
め
ら
れ
た
告
知
、
即
ち
人
的
評
価
関
係

に
基
く
告
知
が
腰
止

さ
れ
て
、
そ
れ
に
代
り
て
賃
借
入
が
賃
借
場
所
を
著

し
く
危
殆
な
ら
し
め
る
こ
ざ
に
基
い
て
畿
生
す
る
告
知
、
即
ち
住
宅
保
存
と
言
ふ
公
共
的
評
慣
に

基
く
告
知
が
認
め
ら
れ
だ

(鷲

冨
・
oっ
。巨

O
脚
二
〇
二
頁
!

二
〇
五
頁
)
。

叉
賃
貸
人
の
破
産
に
際
し
認
め
ら
れ
た
破
産
管
財
人
の
拒
絶
擢
は
廃
止

せ
ら
れ
た

(
憎
刈
零

ρ
旧
鷲
り
竃
・
QD
。
F

ρ
馴
二
二
〇
頁
⊥

三

二
頁
)
。

更
に
賃
借
人

の
死
亡
に
際
し
て

の
賃
貸
人
の
告
知
権
は
制
限
を
受
け
た

(
葛
⑦
O
切
O
野

憎
り
ζ
・
ω
。巨

ρ
旧
二
二
二
頁
⊥

コ
ニ
一
頁
)
o
伺
、
填
太
利
に
於
て
も

磐
=
爵

}

】W
O
¢

が

嘗
O
罎
●
9

に
よ
り
同
様
な

制
限
を
受
け
た

(
二
三
三
頁
-
二
三
六
頁
)
。
叉
賃
料
不
沸
に
基
く
告
知
は
そ

の
発
生
要
件
た
る
遅
滞
金
額
が
高
め
ら
れ
る
事
に
よ
り
制
限
さ
る

》
ご

ざ

》
な
つ
た

(慧
α
㏄
bσ
O
bd
・甲
饗

]≦
・
ω
。
ご
・
O
も

二
〇
五
頁
)
o
叉
賃
貸
人

の
自
己
需
要
に
基
く
告
知
を
認

め
る
に
際
し
て
も
、
公
共
経
済

の
立
場

よ

り
評
価

せ
ら
れ
て
そ
の
存
否
が
決
せ
ら
れ
、
且
叉
こ

の
際
賃
借
人
が
建
築
労
働

を
加

へ
た
る
時
は
特
に
そ
の
事
情
を
顧
慮
す
可
き
も
の
ざ
定

め
て
ゐ
る

(
鷲

〉
げ
・,・
目
]≦
・
ω
9

・
O
・
一
二

二
頁
)
。
か
く
し
て
賃
貸
借
関
係

の
債
権
法
的
持
質
た
る
相
互
信
頼
性
が
揚
棄
せ
ら
れ
、
夫
に
反
比
例
し
て
物
擢

性
特
質
た
る
継
続
性
が
認
め
ら
れ
る
に
到

つ
た
。
殊
に
最
後
の
点
は
賃
借
人
の
保
存
行
爲
ご
貸
借
権

の
縄
績
牲
ざ
の
因
果
関
係
を
認
め
る
も
の
で
、
上

述
住
宅
経
済

に
封
ず
る
最
大
障
碍
を
除
去
し
蓬
か
に
理
想
的
住
宅
経
済

の
彼
方
を
指
示
せ
る
も
の
と
言
ひ
得
る

(
二
Ω

二
頁
ー

二
〇
四
頁
)
。

(
二
)
最
後
に

一
九

二
八
年
二
月
の
賃
借
人
保
護
法
敗
正
法
律
は
、慶
棄

の
訴

の
簡
易
手
續

で
あ
る
所
謂
要
式
告
知
を
認
め
た
。
併
し
こ
の
手
續
も
厩
裁

判
所
出
張
所
の
蜜
質
的
審
査
権

ざ
賃
借
人
の
異
畿灘

隅ざ
を
認
め
る
が
故
に
、
民
法
典
並
に
第

一
賃
借
人
保
護
令

の

一
方
的
解
除
擢
を
復
活
せ
し
め
以
て

継
続

傾
向
を
弱
め
た
も
の
で
は
な
い

(
二
四
〇
頁
1
二
四
三
頁
)
。

ゲ
オ

ル
ゲ

●
ア

●
レ
ー
ニ

ン
グ

「
物
件
ざ
し
て
の
借
地
礎
」

(
第
二
雀
第

二
號
)

(
二
〇
三
)

=
二



ゲ
オ
ル
ゲ

●
ア

●
レ
ー

ニ
シ

グ

「
物
権
こ
し
て
の
階
地
鰹
」

(第

二
巻
第
二
號

)

(
二
〇
四
)

↓
四

(
b
)
延
期
方
法

(
V
e
r
l
i
n
g
e
r
u
n
g
s
m
e
t
h
o
d
e

)

以

上
の
告
知
標

の
廃
止
は
期
限

の
定
め
の
有
無
を
問
は
ず
縫
纏
方
向

の
強
化
を
來
す
も
の
な
る
が
、
期
限
の
定

め
あ
る
賃
貸
借
関
係

に
就
い
て
は
尚
積

極
的
に
契
約
期
間

の
延
長
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
獨
逸
に
於
て
は
賃
貸
借
契
約
ば
期
限

の
定
な
き
型
が
支
配
的
な
る
が
故

に
、第

↓
賃
借
人
保
護
令
は

こ

の
点
に
就

い
て
直
接
考
慮
准
梯
ふ
こ
ざ
は
な
か

つ
た
Q
唯
賃
貸
借
調
停
所
の
告
知
破
棄
あ
り
し
時
に
、間
接
的
に
期
間
の
延
長
が
結
果
せ
ら
る

》
に
止
つ

た
o
併
し
第

二
賃
借
人
保
護
令
に
到
り
て

「
告
知

二
依
ラ
ズ

シ
テ
消
滅

シ
タ
賃
貸
借
関
係

ハ
一
ケ
年
間
延
長

シ
ク

ル
」
こ
ざ
が
認
め
ら
れ

(
鷲

N
窪
・
滑

す
)
、
更
に
賃
貸
人
が
豫
め
調
停
所
の
同
意
を
得
て
経
過
せ
し
め
だ
に
非

る
限
り
、
告
知
さ
れ
ず
に
契
約
期
間
を
脛
過
し
陀
賃
貸
借
関
係

は
期
限

の
定
な

き
も

の
.こ
著
徹
す
標
限
が
地
方
中
央
官
塩

に
與

へ
ら
れ
た

(
懲

》
ぴ
ω」

・
鱒
窪

b。
)
o

賃
借
人
保
護
法
は
右
の
例
外
性
を
原
則
化
し

「
期
限

ノ
定

メ
ア

ル
賃
貸
借
ヲ
約

シ
タ
ル
場
合

ニ
テ

モ
夫

ハ
賃
貸
借
期
間
輝
過
後
尚
継
続

ス
」

と
定
め
た

(
　

)
こ
の
継
続
の
意
義

に
關
し
て
通
説
判

例
は
、
第
二
賃
借
人
保
護
令
第
六
條

ざ
同
様
期
限
の
定
な
き
も
の
ご
な
る
ざ
の
意
義
に
解
し
て
ゐ
る

(
二
五

一
頁
ー
二
五
二
頁
)
。

一
九
二
六
年
の
改
正
法

律
第

一
條
は
當
事
者
に
何
時
に
て
も
文
書
の
形
式
で
、
他
の
當

事
者
に
樹
し
法
定
賃
貸
借
ざ
看
傲

す
ざ
宣
言
し
得
る
権
限

を
與

へ
た
Q
か
く
て
獨
逸

法
は

総

べ
て
の
賃
貸
借
を
期
限
の
定
め
な
き
も
の
ー、c
看
徹

し
得
る
事
に
定
め
、
且

つ
此
に
反
す
る
特
約

を
無
致
と
定
め
た
。
尚
こ
の
際
賃
貸
借
関
係

は
少
く
ざ

も
継
続

方
向

に
就
い
て
、特
殊

な
る
當
事
者
協
定
よ
り
解
放
せ
ら
れ
常
態
的
典
型
を
探

る
に
到

つ
た
事
は
注
目
に
債
す
る

(
二
五
五
頁
)
Q

一
九
二
六
年
四

月

一
日

の
佛
法
典
並

に
、
填
太
利
の
賃
貸
借
法

(
M
i
e
t
e
n
g
e
s
e
t
z

)

第
廿
三
條
は
獨
逸

法
ざ
同
様
.

期
限

の
定
あ
る
賃
貸
借
な
る
持
殊
形
態
准
排
除
し

網

べ
て
の
賃
貸
借
は
期
限

の
定

な
き
も

の
で
あ
る
、込
看
傲
し
た
。

斯

く

し

て
最

近

の

立
法

は
、

一
方

に
於

て
絡

べ

て
の
賃

貸

借

を
期

限

の

定

め

な

き

も

の

,こ
看
倣

し

以

て
告

知

に
依

る

に
非

れ
ば
賃



貸
借
関
係

の
清
滅
を
來
し
得
ざ
る
こ
と

、
な
し
、
他
方
に
於
て
賃
貸
人
の

一
方
的
解
清
権

た
る
告
知
権

を
滑
滅
せ
し
め
告
知
は
訴
訟

手
續

に
依
り
て
の
み
行
使
し
得

る
こ
と
・
な
し
、
且
つ
亦
告
知
原
因
の
制
限
並
に
確
定
と
相
侯
つ
て
、
継
績

方
向
を
強
調
す
る
に
到

つ
た
。
か
く
て
傳
來
の

ロ
ー

マ
ニ
ス
テ

ン
の
ド
ク
マ
を
以
て
し
て
は
永
久
に
解
き
得
ざ
る

「賃
貸
借
契
約

は
滑
滅
す
る
が
賃
借
人
の

使
用
権

は
存
続
す
る
」
-・、
の
謎
が
實
在
せ
し
め
ら
る
・
こ
と

・
な
つ
た
。
著
者
は
夫
を
解
い
て
言
ふ

「
賃
貸
借
関
係

に
内
在
せ
る
保

持
利
益

の
強
調
な
り
」

と
。

(
四
)

「
絶
対
性
」
i

保
持
利
益
の
共
通
的
表
現
形
態
の
二

か
く
て
絶
対

性
を
究
明
し
た
著
者
は
他
の
爾

}
つ
の
保
持
利
倫
の
共
癩
的
表
現
形
態
で
あ
り
、
而
し
て
叉
同
時
に
賃
貸
借
に
於
て

最
も
激
し
い
論
争
の
対
象

た
る
、
所
謂

「
責
買
は
賃
貸
借
を
破
ら
す
」

(
K
a
u
f
 
b
r
i
c
h
t
 
n
i
c
h
t
 
M
i
e
t
e

)
と
の
原
則
の
展
開
せ
ら
る

可
き
中
軸
鮎
を
な
す
、
権
利
の
絶
対
性
の
問
題
に
轄
向
す
る
。
著
者
の
見
解
に
依
れ
ば
、
権
利
の
絶
対
性
の
本
質
的
概
念
は
櫨
利
が

絡
て
の
人
に
均
等

に

(
g
l
e
i
c
h
r
a
s
s
i
g
 
g
e
g
e
n
 
A
l
l
e

)
作
用
す
る
熱
に
求
め
ら
る
可
く

(
四
九
頁
)
、
絶
対
櫨

の
圭
燈

は

一
の
圓
の
中

心
鮎
に
比
喩
せ
ら
れ
得
る

(
五
〇
頁
)
。
反
之
そ
れ
が
如
何
な
る
鮎
で
あ
ら
う
と
、
異
れ
る
主
体

に
異
れ
る
効
力
を
及
ぼ
す
権
利

は

総

べ
て
相
対
的

で
あ
る

(
五
三
頁
)
。
而
し
て
圃
障
せ
ら
れ
た
る
法
律
圏
内
に
侵
入
す
る
総
べ
て
の
主
盟
を
防
禦
す
る
能
力
を
、
絶

ゲ
オ
ル
ゲ
.
ア
・
レ
ー
ニ
ン
グ

「物
擢
ざ
し
て
の
借
地
標
」

(第
二
巻
第
二
號
)

(二
〇
五
)

圃
五



ゲ
オ

ル
ゲ

・
ア

・
レ
ー

ニ
ン
グ

「
物
標
ざ
し
て

の
借
地
煙
」

(第

二
巻
第
二
號
ノ

(
二
〇
六
)

}
六

野
権

に
與

へ
る
力
の
源
泉
は
保
持
利
益

の
中
に
求
め
ら
る
可
き
で
あ
る
。
即
ち
絶
対
権

は
そ
の
絶
対

性
を
化
罷
さ
れ
た
保
持
利
益

に

員
ふ
の
で
あ
る
。
蓋
し
保
持
利
益

は
全
く
防
禦
的
で
あ
り
、
尖
端
・こ
か
方
向
を
歓
き
當
該
経
済

状
態
の
守
護

の
み
を
目
的
,こ
す
る
が

故

に
、
其
れ
が
,こ
の
方
面
よ
り
來
た
も
の
で
あ
ら
う
ーこ
妨
害
に
よ
の
傷
け
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

る

(
五
二
頁
)
。
併
し

實
定
法
上
縄
封
的
効
力

が
,こ
れ
丈
強
く
完
成
さ
る
・
や
は
,
保
持
利
益

の
保
護
の
必
要
が
立
法
者
に
依
り
て
與

へ
ら
る

・
認
識
如
何

に
依
る
の
で
あ
る
か
ら
實
際
上
は
種
々
の
例
外
を
生
ず
る
。
例

へ
ば
物
件

法
に
於
て
も
表
見
的
権
利
者
A
が
善
意
の
第
三
者
8
に
所

有
者
C
の
物
を
譲
渡
せ
ば
、
所
有
権

者
C
の
所
有
権

は
B
に
対
抗
出
來
得
ざ
る
こ
,、こ

な
り

(
飾
。。
㊤P

雷
。。
N

雷
。。幽
"
膨
Ω
寓
・)
薙
に

所
有
梅
の
絶
対
性
は
破
れ
る

(
五
四
頁
)
。
叉
親
族
法
に
於
て
も
父
の
子
供
引
渡
請
求
権

の
訴
は
原
則
と

し
て
各
人

に
均
等
に
向
け

・ら
れ
得
る
が
、
そ
の
絶
対
性
は
妻
の
濫
用
抗
緋

に
依
り
て
破
れ
る

(飾
一qゆq
恥
〉
げ
。。。
鴎
団
Ω
】W。ー
五
↓ハ
頁
)
。
故

に
實
定
法
上
の
概
念

ミ
し
て
は

「
殆
ん
さ
総
べ
て
の
霊
髄
に
均
等
に
、
或
は
総
べ
て
の
主
膿
に
殆
ん
,ご
均
等

に
及
ぶ
効
力

」
を
指
稔
す
可
き
で
あ
る
,こ
主

張
し
、
絶
鮒
性
の
本
質
的
概
念
の
外

に
實
定
法
的
概
念
を
認
め
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
著
者
は
義
務
者

が
豫
め

一
定
せ
る
や
否

や
に
区

別
の
要
黙
を
求
め
る
見
解
、
並
に
絶
対
訴
権

を
唯

}
の
匪
分
黙
.こ
な
す
學
説
を
排
撃
し
て
ゐ
る
。
更
に
又
あ
ら
ゆ
る
権
利
は
総
て
の

人

に
及
ぶ
が
故
に
権
利
は
総
べ
て
絶
対

で
あ
る
ーこ
主
張
し
奴
力

の
均
等
性
な
る
要
件
を
浸
落
せ
し
め
る
見
解
は
、
特
殊
な
る
数
力
並

に
構
利
の
集
團
の
標
準
・こ
し
て
の
絶
対
性
を
否
認
す
る
も
の
故
實
盆
な
し
,こ
論
難
し
て
ゐ
る

(
五
七
頁
ー
五
八
頁
)
。



し
か
く
賃
借
椹
が
絶
対

性
を
有
し
そ
の
権
利
内
容
を
常
に
如
何
な
る
第
三
者
に
も
対
抗

し
得
る
と
せ
ば
、
対
抗

せ
ら
る
可
膏
第
三

者
の
利
益

は
害
せ
ら
る

・
場
合
を
生
ず
る
。
か
く
て
賃
借
椹

の
縄
封
性
は
公
示
制
度
を
要
請
し
、
公
示
を
件
ひ
て
始
め
て
絶
対

性
が

實
定
法
上
に
表
現
せ
し
め
ら
る

・
こ
.こ
、
な
る
。
即
ち
絶
射
性
が
現
實
に
焚
現
す
る
爲
に
は
公
示
化
な
る
外
部
的
衝
動
力
を
必
要
と

す
る
の
で
あ
る

(
一
六
七
頁
)
。
而
し
て
こ
の
公
示
方
法
は
必
ず
し
も
登
記
た
る
を
要
し
な
い
の
で
、
或

は
占
有
取
得
に
て
足
る
と

な
す
立
法
例
あ
り
(
獨
逸
民
法
典
第
五
七

一
條
)、
或
は
証
書
の
存
在
に
て
充
分
な
の
ーこ
な
す
も
の
あ
り

(
此
れ
ロ
ー
マ

諸
國
の
借
地

権
の
共
通
的
根
本
思
想

に
て
佛
法

に
て
は
公
正
証
書
に
依
る
契
約
締
結
,
伊
法
に
て
は
確
定
日
附
あ
る
公

私
証
書
に
て
足
る
。
i

一
〇
九
頁
、
一
一
〇
頁
、
叉
英
法
に
於
て
も
三
年
を
越
ゆ
る
賃
貸
借
は
d
e
e
d
の
形
式
、
即
ち
捺
印
署
名
證
書

に
て
設
定
せ
ら
る
・
こ

と
を
條
件

に
し
て
物
件

的
効
力

を
與

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
形
式
を
歓
け
ば
貸
借
権

は
所
有
権

の
善
意
取
得
者
に
対
抗
し
得
ら

れ
な
い
。
勿
論
賃
借
八
が
賃
借
物
の
占
有
を
取
得
し
て
屠
れ
ば
、
こ
の
形
式
不
備
は
治
癒
さ
れ
て
取
得
者
は
悪
意
と
看
傲
さ
れ
る
が
。

L
a
w
 
o
f
 
P
r
o
p
e
r
t
y
 
A
c
t
,
 
1
9
2
9
,
 
s
e
c
t
.
 
5
2
.
 
7
3
.

1

九
八
頁
)
、
或
は
亦
地
方
官
庁

に
対
す
る
通
知
或
は
そ
の
承
諾
を
要
す
る
場
合

も

あ

る

の

で
あ

る

(
$
3
1
 
M
.
 
S
c
h
.
 
G
.

)
。

次

い
で
著

者

は
從

來

往

々

に
し

て

誤

解

せ

ら

れ

た

、
貸
借
権

の

縄

封
性

,こ
公

示

制
度

と

の

関
係

を
説

い

て
曰

く

「
公

示

行

爲

は
、

そ
れ

を
絶
対

的
効
力

の
展

開

の
前

提

要

件

な

り

と
な

す

民

法

典

の
髄

系

に
対
し

て

も
、

そ

の

作

用

が

過

車
評
価

せ

ら
れ

て

は
な

ら

な

い
。
次

に
述

べ

る

が
如

き
対
照

が
許

さ

れ

る

,こ
せ
ば

、
そ
れ

は
唯

現
存

の

潜

在
的

ヱ
ネ

ル
ギ

ー

ゲ
オ
ル
ゲ

.
ア

・
レ
ー

ニ
ン
グ

「
物
件
ざ
し
て
の
借
地
橿
」

(第

二
巻
第

二
號
)

(
二
〇
七
)

一
七



ゲ
オ

ル
ゲ

・
ア

・
レ
ー

ニ
ソ
グ

「
物
標
さ
し
て

の
借
地
擢
」

(
第
二
鵯
第

二
號
)

(
二
〇
八
)

一
八

を
喚
起
す
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の

ヱ
ル
ネ
ギ
ー
は
そ
の
根
柢

に
横
は
れ
る
利
益

に
還
元
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
正
し
く
保
持
利
益

を
實
現

す
る
法
律
制
度
に
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に

(
公
示
方
法
,こ
し
て
占
有
取
得
を
要
求
す
る
立
法
例
に
於
て
も
)
賃
借
人
の
占
有

取
得

の
中
に
、縄
封
的
な
る
力
の
自
由
化
の
固
有
の
原
因
が
認
め
ら
る
可
き
で
な
く
、
そ
の
外
部
的
衝
動
が
認
め
ら
る
可
き
で
あ
る
」

(
一
六
八
頁
)
,こ
。
か
く
て
著
者
は
貸
借
権

の
物
権
的
効
力

・こ
稻
せ
ら
る

・
も

の
は
實
は
賃
借
人
の
占
有
纏

の
数
力
に
過
ぎ
ぬ
ε
な

す
學
説
に

一
矢
を
報

い
て
ゐ
る
。
更
に
物
権
性
特
質
・こ
し
て
の
絶
対
性
が
法
規

の
強
行
性
を
、
從
つ
て
又
契
約
不
自
由
の
原
期
を
招

⑥

挾

す

る
動

因

の

一
で
あ

る
数

を

看
過

し

て

は
な

ら

ぬ

,こ
著

者

は
主

張

す

る
。

⑧

こ
の
点
に
就
い
て
著
者
は
次

の
如
く
言
ふ
に
止
る

「
概
し
て
文
献
に
於
て
は
任
意
性
は
債
権

法
規
範
の
、
強
行
性
は
物
件
法
的
規
範

の
痔
質
で
あ
る

こ
ざ
が
屡

々
強
調
せ
ら
れ
た
。
規
定

の
強
行
性

.込
そ
の
物
標
性
特
質

ざ
し
て
の
性
質
ざ
の
関
係
は
よ
り
詳
細
な
る
研
究
粒
要
ず
る
」
(
一
八
九
頁
)
ざ
o

盟
に
暗
示

に
止
る
が
極
め
て
示
唆
に
富
む
そ
れ
ざ
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
惟
ふ
に
法
の
強
行
性
を
招
殊
す
る
原
因
に
は
種

々
あ
り
。
例

へ
ぼ
我
が
借
地

法
第
十

一
條
、借
家
法
第
六
條
の
如
く
、賃
貸
人
が
そ
の
賃
借
物
供
給
に
關
す
る
有
力
な
る
経
済
的
勢
力
に
依
り
法

の
任
意
性
准
通
し
て
自
己
の
利
益
の

爲
の
特
別
約
款
を
設
け
ん
ざ
す
る
に
劉
し
て
、
法
律
が
社
會
政
策
的
立
場
よ
り
規
定
に
強
行
性
粒
持
た
し
め
是
を
禁
腿
ず
る
場
合
が
あ
る
。
か
」
る
揚

合
の
外
に
擢
利
の
絶
対
性
が
法
規
の
強
行
性
を
要
請
ず
る
場
合
が
あ
る
。
そ
も
く

一
の
契
約
関
係
の
効
力
が
軍
に
契
約
當
事
者
の
み
な
ら
ず
廣
く
第

三
者
を
も
拘
束
す
る
場
合
に
關
し
て
、法
律
は
次

の
二
手
段
を
用
ひ
て
善
意
の
第
三
者
保
護

即
ち
取
引
の
安
全
を
圖
ら
ん
ざ
企
て
る
。即
ち

一
は
登
記
或

は
占
有
引
渡
、或
は
通
知
若
し
く
は
承
諾
等
の
所
謂
公
示
方
法
に
依
る
法
律
関
係

の
公
示
で
あ
り
、
二
は
法
規

の
強
行
化
に
因
り
特
別
約
款
を
排
除
し
、



以
て
契
約
内
容
を
定
型
化
す
る
こ
ざ
で
あ
る
。
こ
の
両
者
が
相
倹

つ
て
第
三
者
の
保
護

が
全
う
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o
此
の
点
は
絶
対
礎
を
内
登
せ
し

め
る
総
べ
て
の
法
律
関
係

に
就

い
て
、
實
定
法
ヒ
濃
淡

の
差
は
あ
れ
、
恒

に
見
ら
れ
得
る
現
象

で
あ
る
。
物
橿
、
親
族
権
、
有
償
証
雰
上
の
権
利
等
、

総

べ
て
皆
然
り
。
貸
借
権

が
絶
対

性
を
持

つ
に
到
る
や
當
然
こ
の
點

が
老
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
。
若
し
之
を
顧
み
な
い
時
は
賃
貸
物
の
新
取
得

者
の
利
益
を
害
す
る
場
合
を
生
ず
る
。
此
れ
殊

に
賃
貸
人
が
賃
貸
物
を
売
却

し
或
は
競
費

さ
る
》
に
際
し
て
賃
借
人
ざ
共
謀
し
、
賃
貸
人
側
に
極
め
て

不
利
な
る
契
約
を
締
結
し
、
そ
れ
を
賃
貸
物

の
新
譲
受
人
或
は
競
落
人
に
対
抗

せ
ん
ざ
企
て
る
場
合
に
考
慮
さ
る
可
吾
黙
で
あ
る
。

然

ら
ば

か

、
る
賃

借
堰

の
縄

封

性

は
實

定
法

上
如

何

に
表

現

さ

れ

叉

そ

の
表

現

は
如

何

に
獲

展

し

來

り

た

る

や
?

著

者

の

精

密

な

る
研

究

の
結

果

を

黙
描

す

れ

ば

、

(
a
)
物
件

の
新
取
得
者
に
対
す
る
効
力

從
來
屡

々
引
用
さ
れ
た
如
く

ロ
ー

マ
法
に
於
て
は

「費
買
は
賃
貸
借
を
破
る
」
の
原
則
が
貫
徹
せ
ら
れ
て
居
た
。
反
之
ゲ

ル
マ
ン
法
に
於
て
は
各
邦
法
並

に
都
市
法
に
見
ら
る
》
如
く
、
「
費
買
は
賃
貸
借
を
破
ら
ず
」
の
原
則

が
固
有
的
に
存
在
し
て
居
流

(
△

一頁

ー
八
八
頁
)
。
而
し
て
夫
は
プ
ロ
イ
セ

ン
普

通
邦
法
に
到
り
て
髄
系
的
に
完
成
せ
ら
れ
.
占
有
取
得
或
は
登
記
せ
ら
れ
た
る
賃
借
・擢
は
第
三
者
に
封
ず
る
排
他
力
粒
有
し
、
賃
貸
階
は
自
由
費
買

(
競

費

の
場
合
は
然
ら
ず
)
に
依
り
破
ら
れ
ざ
る
こ
ざ
が
明
瞭
に
規
定

せ
ら
れ
だ
。
各
國
現
行
民
法
典
は
他
の
勲
に
於
て
は
未
た

ロ
ー

マ
法
に
從

つ
て
ゐ
る
が
、

同
法
に
從

へ
ば
甚

し
い
弊
害
を
生
ず
る
こ
の
絶
対
性
に
就

い
て
は
ゲ

ル
マ
ン
法
に
從

つ
て
ゐ
る
。
例

へ
ば
、
英
、白
、佛
、葡

、露
國

の
如
寄
皆
然
り
で
あ
る

(
}
○
○
頁
ー

一
=
二
頁
)
。
殊
に
獨
逸
民
法
典
は
其
草
案
時
代
に
、
こ

の
瓢
に
就
い
て
も
餓
り
に
ロ
ー

マ
ニ
ス
イ
テ
イ
ッ
シ
ユ
で
あ
る
ざ
論
難
せ
ら
れ
た

爲
に
、
維
封
性
を
認
め
る
幾
多
の
規
定

が
挿
入
せ
ら
れ
た
。
即
ち
民
法
第
五
七

～
條
に
依
り
賃
貸
地

の
新
譲
受
人
は
占
有
を
取
得
せ
る
賃
借
人
に
対
し

て

O

賃
貸
人
に
代
位
ず
可
き
旨
が
定
め
ら
れ
た
。
本
條
は
第
一
〇
五
六
條
に
依
り
用
盆
擢
者
が
土
地
を
彼
の
擢
利
の
存
続
期
間
を
超
え
て
賃
貸
し
た
場
合
に
準

ゲ
オ

ル
ゲ

.
ア
・
レ
ー

ニ
ソ
グ

「
物
擢
ざ
し
て

の
借
地
擢
」

(第

二
巻
第
二
號
)

(
二
〇
九
)

一
九



ゲ
オ
ル
ゲ

・
ア

・
レ
ー

ニ
ン
グ

「
物
擢
ざ
し
て
の
借
地
擢
」

(
第
二
巻
第

二
號
)

二

二

〇
)

二
〇

用
せ
ら
れ
、賃
借
人
は
用
盆
権
浩
滅
後
は
土
地
所
有
者
に
対
抗
し
得
る
ご
ざ

》
な

つ
た
。
又
更

に
此

の
第

一
〇
五
六
條
は
第

一
四
一
二
二
條
、第

一
六
六
三
條
、

第

二

二
二
五
條
に
依
り
、夫
が
妻

の
持
萎
財
産
に
属
す
る
土
地
を
彼

の
財
産
法
上
の
用
盆
期
間
粒
超
.礼
て
、
又
父
が
彼
の
父
た
る
の
用
盆
期
間
粒
超
.乳
て
、

叉
先
位
相
続

人
が
彼
の
先
位
相
続

期
間
粒
超
え
て
、
土
地
粒
賃
貸
し
た
場
合
に
準
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
(
一
七
〇
頁
)
。
而
し
て
右

の
中
で
先
位
相
綾
人
に
依

り
て
設
定
さ
れ
た
賃
借
擢
が
後
位
相
続

人
に
及
ぶ
の
は

「
こ
れ
は
新
人
格
者
の
参
加
に
非
ず
し
て
古
き
人
格
者

の
継
続
で
あ
る
」
(
一
七
二
頁
)
か
ら
、
絶

劉
性
か
認
め
た
も

の
ざ
言

へ
な
い
が
そ
れ
以
外
の
場
合
は
絡
べ
て
絶
劃
性
か
認
め
た
も
の
ざ
言
ひ
得
る

(
一
七
三
頁
)
。
又
引
渡
を
受

け
た
賃
借
擢

の
使

用
准
害
す
る
資
指
が
土
地
に
關
し
て
後
程
に
設
定

さ
れ
た
場
含
に
關
し
て
、
民
法
第
五
七
七
條
は
そ
の
脅
威
す
る
危
険

に
磨

じ
て
防
禦

に
必
要
な
る
絶
対

的
効
力
粒
認
め
て
ゐ
る
。
即
ち
全
然
契
約
上
の
使
用
が
奪
は
れ
る
場
合
は
第
五
七

一
條
が
準
用
せ
ら
れ
賃
借
人
ぼ
貿
携
権
利

者
に
劉
抗
し
得
ろ
こ
ざ
に
な

り
、
単
に
契
約
上

の
使
用
が
侵
害

せ
ら
る
》
に
止
る
場
合
は
賃
借
人
に
賢
鍛
権
行
使

の
停
止
請
求
権
准
與

へ
て
ゐ
る

(
一
七
八
頁
以
下
)
。
之
等
に
關
し

て
著
者
は

一
々
詳
細
な
る
、
而
も
著
者
独
自

の
利
益
法
學
の
立
場
か
ら

一
五
八
頁
以
下
三
〇
頁
に
亘
り
鏡

い
理
論
的
説
明
を
加

へ
て
ゐ
る
。
例

へ
膝
第
五

七

一
條

に
就
い
て
賃
借
標
は
債
権
な
り
ざ
の
立
場
に
埼
り
て
歓
説
せ
る
双
務
債
権
関
係
移
転

説
、
状
態
債
権
説
等
准
撰
し
て
、著
者
は
占
有
引
渡
な
る
公
示

方
法
に
依
り
賃
貸
借
に
内
在
す
る
保
拮
利
益

が
潜
在
状
態
よ
り
喚
起
せ
ら
れ
て
鼓
に
賃
借
権
は
絶
対
性
を
表
現
す
る
に
到
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
第
五
七

一
條

の
場
合
に
譲
受
人
が
賃
貸
人

に
代
位
す
る
の
は
、
古
き
賃
貸
借
関
係

を
承
縫
す
る
の
で
な
く
て
賃
借
人
ざ
譲
受
人
ざ
の
間
に
以
前
の
夫
ざ
同

一
範
囲

の
賃
貸
倦
関
係

が
新
し
く
蛮
生
す
る
の
で
あ
る
ざ
説
明
し
て
ゐ
る
(
一
五
八
頁
-

一
七
〇
頁
)
o
右
の
獨
逸
民
法
典

に
於
て
賃
借
権

の
絶
劉
性
を
認
め
た
規

定
中
、
中
橿
的
地
位
を
占
め
る
第
五
七

】
條

に
対
し
て
賃
借
人
保
護
法
第

一
條
第
三
項
は
更
に
次

の
三
瓢

で
そ
の
絶
対
性
を
強

め
た
。
即
ち
第

一
に
第
五

七

一
條
の
任
意
性
を
奪
つ
て
強
行
法
化
し
、
以
て
土
地
所
有
者

の
経
済
的
勢
力
に
依
り
本
條
の
保
護

が
特
約
で
排
除
さ
る
レ
こ
ざ
な
か
ら
し
め
た

(
二
五

八
頁
)
。
第

二
に
第
五
七

一
條
が
自
由
譲
渡
に
際
し
て
の
み
適
用
せ
ら
る

》
に
過
ぎ
ざ
る
沙
摘
張
し
て
、強
制
競
費
の
場
合
に
も
適
用
せ
ら
る
レ
こ
ざ

レ
な



し
陀
o
か
く
て
所
有
者
・し
譲
受
人
ざ
が
共
謀
し
て
強
制
競
費
の
方
法
で
所
有
権

の
移
転
を
圖
り
、
以
て
賃
借
地

の
明
渡
を
強
制
す
る
脱
法
手
段

(
地
震
競

費
)
が
防
止

せ
ら
れ
た

(
二
六
〇
頁
)
o
第
三
は
第
五
七

一
條
第
二
項
後
段

の
賃
貸
人

の
告
知
礎
が
廃
止

せ
ら
れ
た
鮎

で
あ
る
。

か

く

て
獨
逸

賃

借

人

保

護

法

に
到

り
貸
借
権

の
絶
対

性

は
完

全

に
認

め

ら

れ
、

賃

借

人

の
地

位

は
賃

貸

人

の
交

替

に
依

り
災

さ
れ

ず

恒

に
安

定

せ

し

め

ら

る

・
こ

,・ζ

な

つ
た

。

著

者

は

ヘ
ー

デ

マ

ン
に
從

つ
て

ロ
ー

マ
法

よ

り
獨
逸

賃

借

人

保

護

法

に
到

る
立

法

の

變
遷

を

次

の

言

葉

で
明

快

に
表

現

し

て

ゐ

る

。
即

ち
F
'
r
i
i
h
e
r
 
E
n
t
s
c
h
a
d
i
g
u
n
g
 
s
t
a
t
t
 
I
n
s
i
t
z
r
e
c
h
t
,
 
j
e
t
z
t
 
I
n
s
i
t
z
r
e
c
h
t
 
s
t
a
t
t
 
E
n
t
s

c
h
a
d
i
g
u
n
g
!

(
二

⊥ハ
二
頁

)

と

。

(b

)

一
般
第
三
者
に
劃
す
る
効
力

(絶
鍬
訴
標
)

賃
借
櫻

の
保
特
に
劃
し
て
第
三
者
が
侵
害
を
加
ふ
る
に
三
つ
の
態
様
が
あ
る
Q

即
ち

一
は
賃
借
人
の

な
せ
る
保
持
に
樹
し
て

妨
害
を
加
ふ
る
こ
ざ
で
あ

り
、
二
は
そ
れ
か
倭
奪

す
る
こ
と
で
あ
り
.
三
は
最
初
よ
り
賃
借
人
に
保
持
を
得
し
め
ず
「
第
三
者
が
そ

の
物

の
保
持
を
な
せ
る
場
合
で
あ
ろ
。
こ
の
三
種

の
侵
害
に
対
し
て
賃
借
人
を
保
護
し
そ

の
保
持
を
全
う
せ
し
め
る
に
二
つ
の
手
段
が
あ
る
。

一
は
賃
借
人
を
し
て
現
實
に
そ
の
保
持
を
得
し
め
る
こ
ざ
で

あ
り
、
二
は
現
實
的
保
持
に
代
る
経
済
的
利
益

即
ち
損
害
賠
償
を
得

し
め
る
こ
ざ
で
あ
る

(
二
六
五
頁
)
。
而

し
て
輩
な
る
賠
償
金
を
以
て
し
て
は
、
賃

借
人
の
生
活
に
取

つ
て
第

一
義
的

な
居
佳
利
益

な
満
足
せ
し
め
得
な
い
。
從

つ
て
上
述

の
侵
害

に
劉

し
て
は
先
づ
第

一
に
前
者
、
而
も

「
正
當
な
る
賃
借

人
に
出
來
る
丈
早
く
,
且
簡
易
に
賃
借
場
所

の
占
有
を
取
得
せ
し
め
る
手
段
」

(
二
六
八
頁
)
を
必
要
ざ
ず
る
。

ロ
ー

マ
法
に
於
て
は
賃
借
人
は
第
三
者

の
妨
害
に
対
し

て
何
等
自
己
固
有

の
防
禦
権

を
認
め
ら
れ
ず
、
又
侵
奪
さ
れ
だ
占
有

の
返
還
准
も
求
め
得
な
か
つ

ゲ

オ
ル
ゲ

・
ア

・
レ
ー

二
ン
グ

「
物
件
ざ
し
て
の
借
地
権
」

(
第

二
巻
第
二
號
4

(
二

=

)

一
=



ゲ

オ
ル
ゲ

・
ア

・
レ
:

ニ
ン
グ

「
物
標
ざ
し
て
の
借
地
隈
」

(
第

二
谷
第

二
號
)

(
一
=

二
)

二
二

肥
。
即
ち
彼
は
独
立
な
る
占
有
者
ご
し
て
の
保
護
も
受
け
な
か
つ
た

の
で
あ
る

(
七
七
頁
)
G
さ
い
乍
ら
、
歴
史
の
進
展

ざ
共

に
先
づ
侵
奪
に
封
ず
る
占

有
訴
権
保
護

が
認
め
ら
れ
、
次

い
で
損

害
賠
償
に
の
み
終

つ
て
ゐ
た
妨
害
に
対
す
る
夫
も
認
め
ら
る

、
に
到

つ
た
。
殊
に
こ
の
発
展
は
ゲ

ル
マ
ン
法
に
於

て
著

し
い
の
で

一
=
二
九
年
ざ

=

四
二
年
ざ
の
間
の
D
e
c
r
e
t
u
m
 
G
r
a
t
i
a
n
i

に
て
e
x
c
e
p
t
i
o
 
s
p
o
l
i

が
認
め
ら
れ
、
之
が
後
に
獨
逸
曹
通
法

の
侵

奪
の
訴

(
S
p
o
h
e
n
k
l
a
g
e

)
ざ
発
展
し
(
七
七
頁
)
.
更
に

一
八
六
三
年
の
ザ

グ
セ
ン
民
法
典
に
到
り

一
段
ご
進
化
し
だ
。
即
ら
賃
貸
人
に
対
し
て
は
侵
奪

に
対
し
て
の
み
占
有
訴
権

が
認
め
ら
る

・
に
過
ぎ
な
か

り
沈
が
、
そ
の
他
の
第
三
者

の
侵
害
に
対
し
て
は
総

べ
て
の
占
有
訴
擢
保
護
が
認
め
ら
れ
た
(
八
二

頁
)
。
叉
英
法
に
於
て
は
妨
害
に
対
し
て
は
損
害
賠
償
を
求
め
得
る
の
み
に
止
る
が
、侵
奪
に
対
し
て
は
損
害
賠
償
請
求
の
外
占
有
回
牧

の
訴
を
な
し
得
る

ご
ざ
が
認
め
ら
れ
た

(
九
九
頁
、
二
六
五
頁
)
。
そ
の
他
近
世
各
國
の
民
法
典

ぱ
総
べ
て
の
占
有
訴
標
な
認
め
る
を
原
則
ご
す
る
に
到

つ
て
ゐ
る
。

「
確
か

に
賃
借
人
に
占
有
保
護
を
與

へ
る
こ
ざ
は
絶
対
性

の
徴
候
の
最
初

の
顯
現
を
意
味
す
る
。併
し
こ
の
改
新
は
賃
借
人
に
の
み
で
な
く
、自
己
の
利
益

の
爲
に

占
有
す
る
凡
て
の
人
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
占
有
保
護
は
賃
貸
借
が
次
第
に
物
件

化
し
つ
》
あ
る
こ
ざ
に
対
す
る
証
捺
た
る
の
価
値
准
失

ふ
」

(七
九
頁
)
o
從

つ
て
占
有
の
有
無
に
係
ら
ず
し
て
賃
借
権
そ
の
も
の
を
理
由

こ
す
る
本
標
の
訴

が
認
め
ら
れ
て
始

め
て
、
賃
借
権

の
絶
判
性
が
實

定
法
に
表
現
せ
ら
れ
元
ミ
言
ひ
得
る
ざ
著
者
は
説
明
す
る

(
～
五

二
頁
)
。
か

》
る
本
権

の
訴
は
獨
逸

民
法
第
五
四

一
條
に
よ
り
姶
め
て
認

め
ら
れ
た
。

即
ち
占
有
訴
権

に
依
る
侵
奪
回
収
は
侵
害
後
直
ち
に
な
す
時
の
み
行
ひ
得
る
の
で
あ
る
が
、
本
條
に
於
て
は
後
程
に
て
も
な
し
得
る
こ
.込
が
認
め
ら
れ
た

(
一
五
〇
頁
i

一
五
二
頁
)
。
更
に
賃
借
人
保
護
法
第
三

一
條
に
依
れ
ば
、
第

一
項
に
定
め
ら
れ
た
公
示
方
法
た
る
地
方
官
庁

へ
の
届
出
或
ぽ
そ
の
承
諾
を

得
た
る
賃
借
人
は
契
約

の
締
結
な
く
し
て
占
有
せ
る
第
三
者
に
劃
し
て
は
勿
論
、
賃
借
人
に
て
も
届
出
又
は
承
諾
な
く
、或
は
後
日
附

の
届
出
叉
は
承
諾
を

得
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
者
に
謝
し
て
も
亦
賃
借
地
の
引
渡
を
求
め
得
る
。
か
く
て
最
初

よ
り
二

度
も
占
有
を
取
得
せ
ざ
り
し
賃
借
人
も
公
示
方
法
さ

へ
満

せ

ぼ
、
本
擢
た
る
賃
借
権
を
理
由
ざ
し
て
第
三
者
に
劃
し
て
賃
借
物

の
引
渡
を
求
め
得
る
こ
さ
》
な

つ
だ

(
二
六
六
頁
i
二
七
四
頁
)
。填
太
利
曹
通
民
法
典



は
か
》
る
本
擢

の
訴
粒
認
む
る
に
到

つ
て
は
ゐ
な
い
が
判
例
は
之
を
認
め
て
ゐ
る

ρ
二
七
四
頁
ー
二
七
九
頁
)
。

次

に
賃
借
人
の
爲
め
の
第
二
次
的
保
護
方
法
ざ
し
て
の
損
害
賠
償
請
求
権

の
問
題
、
即
ち
第
三
者

の
賃
借
権
侵
害
は
不
法
行
爲
ざ
な
ろ
や
否
や
の
黙
が
考

察

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
著
者
は
之
に
対
し

て
そ
の
賃
借
擢
に
關
す
る
独
自

の
理
論
構
成
よ
り
次

の
如
き
解
決
を
與

へ
て
ゐ
る
o
即
ち

「
獨
逸
民
法
第
八

一
二
二
條
(
日
本
民
法
第
七
〇
九
條

に
該
當
す
る
も
の
)
は
人
格
権

、
所
有
権

の
外
に
人

の
そ

の
他
の
権
利
を
保
護
し
て
ゐ
る
。
そ

の
他

の
権
利
が
第
八
一
二
二

條

の
保
護
を
受
く
る
爲
に
は
絶
劃
的
効
力
な
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
」

二

五
三
頁
)
。
而
し
て

「
単
な
る
債
権
者
権

は
か

》
る
権
利

に
は
罵
し
な
い
。
債

権
関
係

は
外
部
よ
り
第
三
者
に
依
り
て
侵
害

せ
ら
れ
得
な
い
し
、
又
少
く
さ
も
請
求
権

の
局
外
者
よ
り

の
侵
害

の
可
能
性
を
概
念
」
認
め
や
う
ざ
す
る
も

そ
の
侵
害
は
不
法
行
爲
ざ
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
使
用
供
與
並

に
賃
料
な
る
給
付
を
件

へ
る
債
権
関
係

ご
し
て
の
輩
な
る
賃
貸
借
契
約
は
、
こ
の
不
法
行

爲
保
護

を
受
け
な
い
。
伺
叉
個

々
の
請
求
権

.
例

へ
ば
賃
借
人
の
占
有
引
渡
請
求
煙

の
如
き
も
同
様
で
あ
る
」
(
一
五

四
頁
)
。
併
し

「
賃
借
人
が
既

に
物

を
所
持
せ
る
時
、
即
ち

賃
借
人

の
占
有
取
得
に
依

り
て
狭
義

の
賃
貸
借
関
係

が
設
定
さ
れ
た
時
に
は
事
情
は
異
る
。判
例
は
占
有

せ
る
賃

借
人
は
民
法
第
八
二
↓二
條
に
依
り
保
護

せ
ら
る
》
ご
ざ
、
即
ち
賃
貸
借
契
約
外
に
立
て
る
第
三
者
に
依
り
侵
害
せ
ら
れ
得
る
し
、
又
か

》
る
侵
害
あ
り
た

る
場
合

に
は
第
八

二
一二
條
に
規
定
さ
れ
た
効
力
が
第
三
者
に
及
ぶ
が
如
き
権
利
が
存
す
る
こ
ざ
な
認
め
て
ゐ
る
」

(
一
五
四
頁
)
。
而
し
て
著
者
は
蜀
逸

通

説
に
反
し
判
例

に
賛
し
て
、
占
有
自
体
が
第
八
二
一二
條
第

一
項

の
そ
の
他
の
構
利
に
数

へ
ら
れ
る
ご
ざ
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
(
}
五
囚
頁
)
、
占

有
を
件

へ
る
貸
借
権

の
場
合
に
於
て
、
第
八

一
二
二
條
の
被
保
護
劉
象

は
占
有
自
体
で
あ
る
の
か
、或
は
貸
借
権
自
体
な
の
か
の
從
爽
屡

々
論
ぜ
ら
れ
た
理
論

構
成
の
問
題
に
錫
し
て
著
者
は
次

の
如
く
主
張

し
て
ゐ
る
。
即
ち

「
第
八
一
一一二
條
第

帰
項

の
保
護
の
劉
象
は
賃
貸
借
占
有

(
即
ち
賃
貸
借
関
係

に
基
い
た

占
有
し
に
非
ず
し
て
、
占
有
取
得
に
依

つ
て
姶
め
て
完
全
化
さ
れ
た
賃
借
擢
で
あ
る
。
占
有
は

こ
の
際
も
亦
軍
に
公
示
作
用
を
な
ず

の
み
で
あ
る
。
…
…

賃
貸
借
契
約
に
基
い
て
取
得
さ
れ
だ
占
有
が
云
は
.》
卜
層
建
築
を
な
し
、
そ
れ
に
依
り
貸
借
権

が
今

や
第
八

二
三
條
第

↓
項

の
保
護
圏
内
に

ゲ
オ

ル
ゲ

・
ア

●
レ
:

ニ
ン
グ

「
物
件
ざ
し
て
の
借
地
権
」

(
第
二
省
第
二
號
)

(
一
=

誉
)

一
二
二



ゲ
オ
ル
ゲ

・
ア

・
レ
ー

ニ
ン
グ

「
物
件
ざ
し
て
の
倍
地
礎
」

(
第
二
巻
第

二
號
)

(
一
=

四
)

二
四

突
入
す
る

の
で
あ
る
L

二

五
七
頁
)
ざ
。

(b

)
に
關

す

る
立

法

の
變
遷

に
就

い
て

も

(
a
)
の
場

合

と

同
機

に
 
F
r
i
i
h
e
r
 
E
n
t
s
c
h
a
d
i
g
u
n
g
 
s
t
a
t
t
 
I
n
s
i
t
z
r
e
c
h
t
,
 
j
e
t
z
t
 
I
n
s
e

i
t
z
r
e
c
h
t
 
s
t
a
t
t
 
E
n
t
s
c
h
i
i
d
i
g
u
n
g

と
云

ひ

得

る
の

を

見

る

。

(
五

)

「
物
の
直
接
的
支
配
」
ー

物
的
利
益

の
共
通
的
表
現
形
態
の

一

賃
貸
借
関
係

に
内
在
せ
る
保
持
利
益

に
起
因
す
る
物
構
性
特
質
は
上
述
の
二
共
通
的
表
現
形
態
に
具
体
化

す
る
の
で
あ
る
が
、
保
持

利
益

は
更
に
直
接
に

一
の
財
物
を
中
核
と
し
て
保
持
せ
ら
る

・
も

の
と
、
然
ら
ざ
る
も
の
と
に
分
析
せ
ら
れ
得
る
。
而
し
て
前
者
は

保
持
利
益

の
下
位
概
念
と
し
て
の
物
的
利
益

と
稻
せ
ら
れ
、
賃
貸
借
の
夫
は
此
れ
に
属
す

る
。
著
者
に
依
れ
ば
、
こ
の
物
的
利
益

の

⑨

實

定

法

上

に
於

る
共

通

的

表

現
形

態

に

は

二
あ

り

て
、

一
は
物

の
直

接

的

支

配

で

あ

り

二

は
使
用
権

利

者

の
保

存

義

務

で
あ

る
。

⑨
日

著
者

の
説
賜
に
依
れ
ば
こ
の
物
的
利
益
は
財
物
の
保
持
即
ち
支
配

の
範
囲

の
差
に
依
り
種

々
の
範
疇
に
区
別
せ
ら
れ
る
Q
即
ち
最
も
完
全
な
、
法
規

の
許
容
す
る
擢
利
者
意
思

へ
の
從
属
を
媒
介
ず
る
も
の
が
所
有
権
で
あ
り
(
六
〇
頁
)
、
個

々
の
関
係

の
使
用
の
み
ル
…媒
介
ず
る
も

の
が
役
権
で
あ
る
。

又
完
全
な
使
用
を
媒
介
ず
る
も
の
が
使
用
賃
貸
借
.
使
用
貸
借
で
あ
り
。
完
全
な
使
用
並

に
牧
盆
或
は
牧
盆

の
み
准
媒
介
ず
る
も
の
が
用
盆
賃
貸
借
、

用
盆
権
で
あ
る

(
=

一頁

)
o
術
賃
貸
借
は
客
体

の
差

に
依

り
動
産
賃
貸
借
と
不
動
産
賃
貸
借

ざ
に
、
又
目
的

の
差
に
依
り
清
費
目
的
の
夫
例

へ
塘
佳

宅
賃
貸
借
ざ
管
利
目
的

の
夫
例

へ
ば
営
業
所
、
工
場
、
鑛
山
、
営
業
自
体
等

の
賃
貸
借
ざ
に
区
別
せ
ら
る
。
異
れ
る
生
活
関
係
を
生
ぜ
し
め
る
是
等
を



劃

一的
な
る
賃
貸
借
法
の
対
象
ざ
ず
る
時
は
、
具
体
的
安
當
性
を
鉄
く
こ
ざ
あ
る
可
き
は
極
め
て
明
瞭
・し
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
各
國
現
行
法
が
必
ず

し
も
か
》
る
考
慮
を
梯
は
ざ
る
は
造
憾
で
あ
る

(
一Q

「頁
)
。

使
用
賃
借
人
に
認
め
ら
れ
た
物
の
支
配
の
範
囲

は
物
の
使
用
で
あ
る
。
而
し
て
物
の
使
用
は
事
實
行
爲
と
法
律
行
爲
に
分
た
れ
得

る
の
で
あ
る
が
、契
約
に
從

へ
る
物
の
事
貫
的
使
用
が
直
接
に
許
容
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
疑
ひ
が
な
い

(
六
三
頁
)
。
問
題
と
な
る

は
法
律
行
爲
的
使
用
が
許
さ
る
、
や
否
や
、並
に
許
さ
る

・
場
合

に
直
接
的
な
の
や
間
接
的
な
の
や
の
鮎
で
あ
る
。

こ
の
問
題
の
「先

決
問
題
は

一
般
的

に
如
何
な
る
法
律
行
爲
が
財
物
の
法
的
状
態
に
対
す
る
直
接
的
作
用
,こ
し
て
顯

は
る

・
や
の
貼
で
あ
る
。
…
…
:

単
な
る

義
務
行
爲
は
か

、
る
財
物
の
法
律
状
態
の
変
更

を
目
的
と
爲
し
得
る
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
も
直
接
に
は
夫
を
惹

起
せ
し
め
る
こ
,、」
は
な
い
」

(
六
四
頁
)
。
こ
の
際
問
題
と
な
る
は
第
三
者
に
対
し
賃
借
物
を

(
転
貸
借
契
約
或
は
賃
借
構
の
譲
渡

契
約
に
基
き
て
)
引
渡
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
引
渡
行
爲
自
體
1
ー

そ
れ
は
そ
の
者
に
直
接
的
な
作
用
の
可
能
を
創
造
す
る
も
の
で

は
な
い
け
れ
共
ー

に

一
種
の
自
己
使
用
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
占
有
引
渡
自
膣
は
事
實
行
爲
で
あ

つ
て
決
し
て
独
立

せ
る
法
律
行
爲
で
は
な
い
が
、
他
の
法
律
行
爲
的
要
件
例

へ
ば
転
貸

契
約
或
は
賃
借
擢
譲
渡
契
約
を
補
充
し

一
の
法
律
鯛
係
の
設
定

過
程
を
完
成
す
る
場
合

に
は
、賃
借
物
の
法
律
的
運
命
に
直
接
的
作
用
を
及
す
行
爲
と
な
る

(
六
四
頁
-
六
五
頁
)。
か
・
る
使
用
を

物

に
關
し
て
な
す
権
限

即
ち
轄
引
渡
権
限

(
W
e
i
t
e
r
i
i
b
e
r
l
a
s
s
u
n
g
s
b
e
f
u
g
n
i
s

)
は
完
全
な
使
用
を
目
的
と
す

る
物
的
利
益

の
實
現
に

ゲ
オ
ル
ゲ
.
ア
・
レ
ー
ニ
ン
グ

「
物
件、込
し
て
の
借
地
標
」

(第
二
巻
第
二
號
4

(一=
五
)

二
五



ゲ
オ

ル
ゲ

.
ア

.
レ
ー

ニ
ン
グ

「物
塵
ざ
し
て
の
借
地
擢
」

(
第
二
巻
第

二
號
)

(
一
=

六
)

二
六

恥

屡

し

て
居

り

,

從

つ
て

こ

の
権
限

の

有

無

は
物

的
利
益

の
表

現

形
態

た

る
物

の
直

接

的
支

配

の
有

無

を
決

定

す

る
契

機
と

な

軌
。

(-o
)
輻
引
渡
権
限

は
絶
対

性
ざ
勤
蹴
的
地
位
に
立

つ
。
即
ち
前
者
は
賃
借
人
の
地
位
の
交
替

に
際
し
、
後
者
は
賃
貸
人

の
地
位

の
交
替
に
際
し
て
の
賃
借権

の
効
力
に
關
す
る
問
題
で
あ
る
・
惟
ふ
に
賃
貸
借
関
係

が
純
梓
な
る
封
人
的
給
付
関
係

即
ち
債
纏
法
的
相
互
信
頼
関
係

で
あ
る
ざ
せ
ば
両
者
共
に
否

定
せ
ら
る
可
く
、
反
之
債
権

法
的
相
互
信
頼
関
係

た
る
の
性
質
が
揚
棄
せ
ら
れ
以
て

「
の
物
権
関
係

ざ
な
り
、
か

レ
る
賃
借
権

の
附
着
せ
る
所
有
擢
は

盟

な
る
地
代
名
義
た
る
に
止
る
こ
ざ

・
な
れ
ぼ
両
者
共
に
肯
定

せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
醗
つ
て
経
済
社
會
を
顧
る
に
、
我
國
に
於
て
は
土
地
の
所

有
者
ざ
そ
の
土
地

の
上
に
建
て
ら
れ
た
る
家
屋

の
所
有
者
ざ
は
異
り
、
雨
者
間
に
賃
貸
借
関
係

の
存
ず
る
を
常
ざ
す
る
Q
而
し
て
現
代
に
於
て
は
土
地

家
屋

の
謂貝
買
ぽ
極
め
て
自
由
で
あ
り
殊
に
近
時
投
機

の
目
的
物
ざ
な
る
ざ
共
に
盆

々
頻
繁

に
行
は
る

》
に
到

つ
て
ゐ
る
Q
且
叉
抵
當
権

、
質
権

の
密
行

に
因
る
競
質
或
は
強
制
競
費
に
依
り
、
所
有
者
の
意
思
に
反
し
て
も
移
転

せ
ら
れ
る
こ
ざ
も
屡
々
で
あ
る
。
さ
て
こ
れ
等

の
自
由
蛮
買
、
強
制
競
費
は

原
則
ざ
し
て
賃
貸
借
契
約
當
事
者
の
地
位

の
交
替
を
生
ぜ
し
め
る
。
今
若
し
賃
貸
借
関
係
は
債
権

法
的
相
互
信
頼
関
係

な
り
ざ
の
命
題
を
貫
け
ば
、
家

屋
所
有
者
は
土
地
所
有
者
に
対
抗
し
得
る
賃
借
擢
を
持
つ
も
の
ざ
は
構
し
難
い
。
於
拉
.
家
屋
所
有
者
は
土
地
所
有
者
の
要
求
ず
る
承
諾
金
准
提
供
し

て
轄
貸
借
若
し
く
は
貸
借
権

譲
渡
の
承
諾
を
得
る
か

(
日
民
六

一
二
條
参
照
)
、
或
は
梅
利
金

の
提
供
並
に
不
利
な
る
契
約
々
款
を
承
認
し
て
新

し
く

賃
貸
借
契
約

の
締
結
を
な
し
、以
て
家
屋

の
保
持
を
全
う
す
る
か
、將
又
家
屋
を
破
壊
牧
去
し
て
土
地
を
明
渡
ず
か
の
二
者

一
途
を
選
ぼ
ざ
る
可
ら
ざ
る

ヂ

レ
ン
マ
に
隔
る
c
か

》
る
事
態
は
正
義
を
満
足
せ
し
め
衡
平
を
計
る
可
き
法
律
が
そ
の
使
命
を
果
し
沈
も

の
ざ
言
ひ
得
る
や
?

此
れ
賃
借
擢

は
債

権
な
り
ざ
の
ロ
ー
マ
法
の
原
則
を
無
批
判
的
に
縫
受
し
た
我
が
現
行
民
法
典

の
示
す

一
大
欠
鉄
ざ
言
は
ざ
る
を
得
な
い
。
勿
論
土
地
所
有
者
即
ち
賃
貸

人

の
利
益
は
荷
も
現
代
正
義
の
要
求
す
る
限
り
絶
対

に
擁
護
ず
る
を
要
ず
る
。
從

つ
て
例

へ
ば
地
代
請
求
権
に
就
い
て
は
無
條
件
に
抵
常
権

、
質
擢
に



優

先
ず
る
先
取
特
権
を
與

へ
、
以
て
不
當
な
る
賃
借
人
に
依
り
損
害
を
蒙

ら
し
め
ら
る
》
こ
ざ
無
か
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い

(日
民
、
第
三

=
二
傑
以

下
、
借
地
法
第

=
二
條
参
照
)
。
併

し
家

屋
所
有
者
並
に
そ
の
家
屋
の
擢
保
権
者
た
る
金
融
業
者

の
保
護

の
爲
め
、
延

い
て
國
民
纒
濟
全
体
を
保
護

ず

る
爲
め
家
屋
を
破
壊
ず
る
ご
ざ
は
之
を
避
け
る
可
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
並
に
貸
借
権

の
縄
封
性
、
賃
借
人

の
輻
引
渡
権
限

の
認
め
ら
る
可
き
脛
濟
的

理
由
が
存
す
る
を
見
る
。
既

に
我
國
に
於
て
も
民
法
典

の
此

の
鉄
昭
を
除
去

ず
る
爲
に
二
、
三
の
持
別
法
が
制
定

せ
ら
れ
、
賃
借
擁
の
物
檬
性
を
認
め

つ
》
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
明
治
四
二
年

の
建
物
保
護
法
は

「
建
物
所
有

ヲ
目
的
ト
ス
ル
賃
借
擢
」
に
土
地
賃
貸
借
の
登
記

な
く
も
家
屋
の
登
記
さ

へ

あ
れ
ば
第
三
者
に
対
抗
し
得
る
効
力
即
ち
絶
対
的
効
力

を
與

へ
、
叉
大
正
十
年

の
借
地
法
第
十
條
は
賃
借
権
に
韓
引
渡
標
限
の
萌
芽
た
る
建
物

の
時
儂

買
取
請
求
権
を
認
め
た
o
反
之

、
我
が
民
法
が
土
地
所
有
擁
者

の
賃
料
請
求
権

の
先
取
待
権
を
認

む
る
に
完
全
な
ら
ざ
る
は
潰
憾
で
あ
る
。

さ

て
著

者

の

研
究

に
從

つ
て
欧

洲

諸

國

の
實

定

法

に

一
瞥

を

投

げ

て
み

や
う

。

欄
逸
民
法
典
に
於
て
は
賃
借
人
の
物

の
支

配
は
重
要
な
る
関
係

に
於

て
は
全
く
直
接

的
で
は
な
い
o
即
ち
賃
借
人
は
唯
賃
貸
人
の
許
譜
を
得
た
時
の
み
、

物
の
使
用
を
第
三
者
に
引
渡
す
権
限

が
あ
る

(
5
4
9
 
B
G
B
.

)
。
故
に
賃
貸
人
の
意
思
が
介
在
し
、
そ
の
限
り
に
於
て
賃
借
人

の
物
支
配
は
間
接
的
な
る

も

の
に
膣
し
下
け
ら
れ
る
。
何
者
、
賃
借
人
が
賃
貸
人
の
許
譜
を
得
て
第
三
者
に
引
渡
し
た
時
に
於
て
は
彼
は
こ
の
行
爲
を
直
接
に
彼
に
属
す
る
支
配
樫

限
に
依
り
て
な
す
の
で
は
な
い
か
ら

(
↓
四
八
頁
、

一
四
九
頁
)
。
併

し
第
二
賃
借
人
保
護
令
第
四
條
に
依
れ
ば
、
賃
貸
人
が
已
む
を
得
ざ
ろ
事
由
よ
り

拒
絶
せ
し
に
非
る
限

り
調
停
所
が
賃
貸
人
に
代
り
て
許
譜
を
與

へ
得
る
こ
ざ

レ
な

つ
た
。
併
し
未
た
間
接
性
の
原
則
は
留
保
せ
ら
れ
た
。
又
賃
借
人
保
護

法
第

二
九
條
は
民
法
典

へ
の
復
帰
傾
向
を
示

し
、
調
停
所

の
代
理
許
譜

(
E
r
s
a
t
z
e
r
l
a
u
b
n
i
s

)
は
住
宅
賃
貸
借

の
み
に
限
り
て
與

へ
ら
れ
る
の
で

一
般

賃
貸
借
に
は
與

へ
ら
れ
ざ
る
ご
ざ
》
し

(
二
七
九
頁
ー
二
八
二
頁
)
、
更
に

哺
九
二
六
年

の
改
正
法
は
術

一
段
ざ
制
限
し
て
自
己
纒
濟
が
行
は
れ
ざ
る
場

ゲ
ォ
ル
ゲ

.
ア

.
レ
ー

ニ
ン
グ

「
物
梅
ざ
し
て
の
借
地
擢
」

(第

二
巻
第
二
號
)

(
二

一
七
)

二
七



ゲ
オ

ル
ゲ

・
ア

・
レ
!

ニ
ソ
グ

「
物
標
ざ
し
て
の
借
地
権
」

(第

二
省
第

二
號
)

(
二

一
八
)

二
八

所

の
轄
貸

に
適
用
な
き
こ
ざ
〉
し
だ

(
二
八
七
頁
)
。
そ
の
他
の
諸
國
は
大
別
し
て
三
ざ
な
し
得
る
。
即
ち

噌
は

一
切

の
轄
引
渡
の
禁
止
を
原
則
ざ
し
唯

例
外
的
に
の
み
許
さ
る

b
國
で
例

へ
ば
N
o
r
w
e
y
,
 
L
e
t
t
t
l
a
n
d
,
 
S
e
r
b
e

の
如
く

(
二
八
八
頁
-

二
九
〇
頁
)
、

二
は
原
則
ざ
し
て
許

さ
れ
る
が
賃
貸

人

の
許
諾
な
き
場
合
は
告
知
原
因
ざ
な
る
國
で
例

へ
ば
S
w
e
d
e
n
,
 
P
o
l
e
n
,
 
T
s
c
h
e
c
h
o
s
l
o
w
a
k
e
i

で
あ
り

(
二
九
〇
頁
)
、

三
は

一
切

の
輻
引
渡
が

直
接
的
に
認
め
ら
れ
告
知
原
因
ざ
も
な
ら
ざ
る
國
で
例

へ
ば
A
u
s
t
r
i
a
(
二
九
〇
頁
-
二
九
四
頁
)
E
n
g
l
a
n
d(
一
〇

二
頁

)
で
あ
る
。
但

し
英
國

の

規
定
は
任
意
規
定
た
る
に
止
る
故
に
特
約

に
て
禁
止
し
或
は
賃
貸
人
の
許
譜
に
掛
ら
し
め
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
o

(
六

)

「
使
用
権
利
者
の
保
存
義
務
」
i

物
的
利
益
の
共
通
的
表
現
形
態
の
二

か
く
て
著
者
は
賃
借
権

の
物
件
性
特
質
の
最
後
の
表
現
形
態
で
あ
の
,
同
時
に
上
述
三
表
現
形
態
に
対
し

て
深
き
因
果
関
係

を
有

す
る
、賃
借
物
の
保
存
義
務
者
如
何
の
問
題
の
究
明
に
入
る
。
さ
て
物
の
使
用
或
は
利
用
と
、物
の
保
存
或

は
又
員
捲
と
は
密
接
な
経

濟
的
関
係

に
立
ち
、
物
の
存
在
に
対
す

る
顧
慮
は
繹
濟
的

に
は
そ
の
使
用
或
は
利
用
の
反
面
で
あ
る
。
從

つ
て
物
の
使
用
の
外
牧
盆

を
も
媒
介
す
る
物
件

に
於
て
は
、
物
が
権
利
者
に
直
接
に
從
厨
せ
る
範
囲

の
大
小
に
應
じ

て
、
そ
の
物
の
存
在
に
対
す

る
全
顧
慮
即

ち
保
存
並
に
貨
捲
が
彼

に
課
せ
ら
る
・
を
大
原
則
と
す
る
。

例

へ
ば
獨
逸

、端
西
の
用
盆
纏
、露
西
亜
の
耕
作
権

(
B
a
u
r
e
c
h
t

)
伊
太

利
の
果
實
牧
徐
権

(
F
r
u
c
h
t
n
i
e
s
s
u
n
g

)
の
権
利
者
は
、

一
方
に
於
て

「
物
ヲ
経
営
上
ノ
現
状

昌
於
テ
保
存

ス
ル
コ
ト
」
即
ち
通
常



の
改
作
並
に
火
災
に
対
す

る
通
常
の
先
慮

(例

へ
ば
保
険

に
付
す
る
如
し
)
を
な
す
可
く
、
他
方
に
於
て
元
本
債
務
の
利
息
並
に
公

課
を
員
嫁
す
る
を
要
す
る

(
七

一
頁
)
。
反
之
獨
逸

の
物
…確
的
住
居
堰
,
端
西
の
住
居
権

の
如
く
物
の
完
全
な
利
用
を
媒
介
せ
ず
、

使
用
の
み
を
媒
介
す
る
に
止

る
物
擢

に
於
て
は
事
情
を
異

に
し
、
権
利

者
は
物
の
保
存
義
務
は
員
ふ
が
公
課

そ
の
他
の
員
携
を
員
ふ

義
務
は
な
い
。
何
者
、
躍
な
る
使
用
権
は
経
済

的
に
見
て
物
の
員
控
に
対
す

る
等
償
物
を
提
供
し
な
い
か
ら

(
七
二
頁
)
。
以
上
の

原
則
を
物
件

ご
し
て
の
貸
借
権

に
適
用
せ
ば
、
用
釜
貸
借
権

者
は
物
の
保
存
の
外
員
携
を
も
員

ふ
可
く
、
反

之
使
用
貸
借
権

者
は
保

㈹

存
義

務

は
召
ハ
ふ
可

き

だ

が
員

捲

は
員

ふ
可

き

で

は
な

い

と
言

ふ

こ

と

に

な

る

(
七

三
頁

)
。

(11
)
既
述

の
如
く
著
者
は
物
棲
性
特
質

の
諸
表
現
形
態

の
交
互
作
用

の
究
明
を
も
試
み
ん
ざ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
殊
に
こ
の
権
利
者
の
保
存
義
務

な

る
表
現
形
態
ざ
他

の
夫
ざ
の
交
互
関
係

に
就
い
て
次

の
諸
鐵
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
即
ち
第

一
に
使
用
賃
貸
借
関
係

が
そ

の
内
在

せ
る
利
益
状
態
に
適

鷹
し
て
構
成
せ
ら
れ
、
賃
借
物
の
保
存
義
務
が
賃
借
人
に
課

せ
ら
る

》
こ
.込
》
な
れ
ば
、
賃
借
物
は
、
直
接

に
、
且
つ
各
人
に
対
し
均
等
に
、
且
叉
継
続

し
て
賃
借
人
に
從
属
ず
る
こ
と

》
な
る

(
七
四
頁
)
。
備
著
者
は
拉
に

ロ
ー

マ
舷
の
元
物
主
義
的
思
潮
が
漸
次
ゲ
ル
マ
ン
法
の
生
産
主
義
的
思
潮
に
克

服
せ
ら
れ
、
労
務
結
合

の
創
擢
的
効
力
の
理
念

(
D
i
e
 
 
I
d
e
e
 
d
e
r
 
r
e
c
h
t
s
s
c
h
u
p
f
e
n
d
e
n
 
K
r
a
f
t
e
n
 
d
e
r
 
A
r
b
e
i
t
s
v
e
r
b
i
n
d
u
n
g

)
の
饗
現
を
認

め
得
る
ざ
な
し
て
ゐ
る

(
コ
二
二
頁
、
一
=

二
頁
)
。
次

に
物
の
通
常
の
保
存
が
賃
貸
人
の
義
務
に
属
し
て
厨
る
ざ
の
事
實
が
、
賃
貸
借
の
双
務
契
約

ざ
し
て
の
構
成

の
特
殊
原
因
を
な
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
賃
借
人
が
保
存
義
務
を
賢
ひ
賃
貸
人
は
之
海
.賢
は
夕
、
從

つ
て
賃
料

の
中
に
賃
借
物

の
保
存
費

を
含
ま
な
い
し
、
亦
賃
貸
人
の

「
使
用
供
與
」
な
る
給
付
か
ら
そ
の
本
質
的
部
分
た
る
保
存
行
爲
が
脱
落
す
る
こ
ざ
に
な
れ
ば
、
賃
料
は
最
早
や

「
使

ゲ
オ
ル
ゲ

・
ア

・
レ
ー

ニ
ン
グ

「
物
件
さ
し
て
の
借
地
擢
」

(
第

二
巻
第
二
號

4

(
二

一
九
)

二
九



ゲ
オ

ル
ゲ

●
ア

●
レ
ー

ニ
ソ
グ

「
物
件
ざ
し
て
の
借
地
標
」

(
第

二
巻
第
二
號

)

(
二
二
〇
)

三
〇

用
許
與
」
に
対
す

る
反
対
給
付
允
る
の
性
質
か
失

ふ
こ
ご

》
な
る
9
か
く
て
賃
貸
情
関
係
に
取

9
て
双
務
契
約
関
係

な
る
衣
服
は
最
早
や
適
合
し
な
く

な
り
、
從
來
賃
貸
借
な
る
集
合
名
詞
で
呼
称

せ
ら
れ
た
法
律
形
象
が
個

々
の
法
律
制
度

に
分
解
せ
ら
れ
、
夫
等

の
構
成
並

に
総
括
は
二
、
一一一の
債
務
を

件

へ
る
完
全
物
件

の
姿
を
探

る
に
到
る

(
七
四
頁
、
二
九
七
頁
、
二
九
八
頁
)
ざ
。

賃

貸

借

の
物
権

性

特

質

の

中

で

か

、
る

重
要

な

る
契

機

を

含

む
賃

借

物

の
保
存

義

務

に
就

い

て
欧

洲

諸

國

の

立

法
例

は

如
何

な

る

態

度

を
探

つ
た

か
?

著

者

の

研
究

の

一
班

を
紹

介

す

れ

ば

、

大
陸
法
で
は
原
則
・し
し
て
物
権
性
特
質

の
凝
露
が
鋏
け
て
居
る
o
即
ち
例

へ
ぼ
獨
逸
民
法
第
五
三
六
條
、
第
五
四
六
條
、
第
五
八

一
條
に
依
れ
ば
、
使
用
賃

借
人
ぱ
賃
借
物

の
賢
澹

ぱ
勿
論
保
存

の
義
務
も
な
い
・
牧
盆
賃
借
人
亦
然
り

二

四
九
頁
)
。
但
し
例
外
ざ
し
て
伊
太
利
民
法
第

「
六
〇
四
條
、
瑞
西
債

務
法
第

二
六
三
條
は
使
用
賃
借
人
に
物

の
総

べ
て
の
通
常
保
存
義
務
な
課
し
、
露
西
亜
民
法
第

一
六

一
條
は
使
用
賃
借
人
に
彼

の
計
算
で
賃
借
物

の
通
常

の
修
繕
を
な
す
可
き
義
務
ル
貧

は
し
め
て
ゐ
る
。
之
等
倒
外
諸

國
で
は
獨
逸

民
法
よ
り
以

ヒ
に
他

の
物
標
性
諸
特
質
が
完
成
さ
れ
て
ゐ
る

(
七
四
頁
、
七

五
頁
、

=
二
二
頁
)
。
反
之
英
國
法
で
は
他

の
物
樺
性
諸
特
質
が
殆
ん
♂
完
全
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
故

に
、
そ
れ
に
適
応
し
て
俣
存
義
務
も
夫
が
通
常
修

繕
た
る
ざ
非
常
修
繕
た
る
ご
、
將
又
夫
が
必
要
的
な
る
も
の
た
る
ざ
軍
に
価
値

を
増
加

せ
し
め
る
も
の
た
る
、込
漁
問
は
ず
総
べ
て
賃
借
人
に
属
す
る
を
原

則
ざ
ず
る

(
一
〇

二
頁
ー

一
〇
三
頁
)
Q
最
近

の
賃
貸
借
法
の
示
ず
所
に
依
れ
ば
.
賃
買
物
の
保
存
義
務
粒
賃
貸
人
に
か
或
は
叉
賃
借
人
に
認
め
る
立
法

以
外
に
、
賃
貸
人

か
ら
賃
借
人

へ
移
動
す
る
経
過
ざ
し
て
種

々
の
中
間
段
階
が
認
め
ら
れ
る
。
之
は
中
世
の
或

る
都
市
法
の
賃
貸
借
に
於
て
、保
存
義
務
の

賃
借
人
か
ら
賃
貸
人

へ
の
移
動
が
種

々
の
中
間
段
階
を
経

て
な
さ
れ
た
の
、≧
全
く
同

「
で
あ
る
◎
か
》
る
中
間
段
階
に
は
次
の
階
梯
が
認
め
得
ら
れ
る
、

即
ち
先
づ
詳
細
に
規
定

さ
れ
た
保
存
費
准
確
定
或
は
確
定
し
得
る
賃
料
部
分
の
形
で
辨
濟

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
、
衣

に
こ
の
賃
料
部
分
が
物
の
保
存

の
爲



'

に
の
み
使
用
す
可
き
拘
束
を
受
け
る
場
合
、
更
に
進
み
て
は
賃
貸
人
の
保
存
義
務
は
こ
の
賃
料
部
分
に
制
限
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
超
ゆ
る
修
繕
費
ば
賃
借
人

自
身
に
依
つ
て
支
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
、
爾

一段
進
む
ざ
最
後
の
階
梯
で
あ
る
賃
借
人
が
全
範
囲
の
保
存
義
務
を
直
接
に
賢
耀
ず
可
き
場
合
に
到
達

ず
る

(二
九
七
頁
)
。
然
ら
ば
大
陸
法
に
於
け
る
最
近
立
法
は
保
存
義
務
を
♂
の
階
梯
迄
移
動
せ
し
め
た
か
Q
獨
逸
に
於
る
賃
借
人
の
保
存
義
務
な
る
標

語
は
完
全
に
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
が
、
帝
國
賃
貸
借
法

(
R
e
i
e
h
s
m
i
e
t
e
n
g
e
s
e
t
z
 
v
o
n
 
2
4
.
 
3
.
 
1
9
2
2
.
湧
e
n
f
a
s
s
u
n
g
 
v
o
n
 
2
0
.
 
2
.
 
 
1
9
2
S
.

)
は

第
三
期
に
迄
移
動
せ
め
し
て
ゐ
る
。
即
ち
同
法
に
於
て
は
基
本
賃
料

(
二
條
)
の
外
に
修
繕
割
増
金

(三
條
)
が
定
め
ら
れ
、
賃
貸
人
の
保
存
義
務
は
こ

の
修
繕
割
増
金
に
限
定
せ
ら
れ
る
が

(三
〇
二
夏
二
〇
九
頁
)
、
賃
貸
人
は
必
ら
ず
之
か
適
當
に
支
出
ず
る
を
要
し

(六
條

一項
)
、
若
し
之
海
怠
れ
ば

地
方
塩
が
適
當
な
る
庭
分
を
な
し
得
る
ご
ざ
レ
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
(六
條
二
項
)。
而
し
て
涌
説
判
例
に
依
り
て
賃
料
債
権
の
目
的
に
依
る
拘
束
性
が
肯
定

せ
ら
れ
、
賃
料
債
権
の
自
由
庭
分
は
禁
止
さ
れ
て
ゐ
る

(三
〇
三
頁
⊥
二
〇
八
頁
)
。
填
太
利
に
於
て
も
遙
か
に
的
確
な
同

一
方
向
の
発
展
を
把
捉
し
得

る
。
こ
の
磯
展
の
経
過
を
示
す
関
係
條
文
は
普
通
民
法
典
第

一〇
九
七
條
、
及
び
賃
借
人
保
護
令
第
二
條
、
並
に
賃
貸
借
法
第
六
條
乃
至
第
八
條
,
第

四
二
條
、
及
び
改
正
法
第
六
條
第
四
項
、
第
四
二
條
第
二
項
で
あ
る
(
二
二
〇
頁
1
三
一
四
頁
)
。

(
七
)

惟
ふ
に
賃
貸
借
関
係

な
る
も
の
は
物

の
使
用
牧
盆
な
る
利
益
を
實
現
す
る
一
の
歴
史
的
社
曾
形
象
が
法
律
関
係

の
上
に
表
現
さ
れ

た
も
の
で
あ

る
。
從

つ
て
そ
の
表
現
標
式
は
歴
史
上
種

々
に
変
韓
す
る
も
の
で
あ
り
、
賃
貸
借
な
る
社
會
形
象
が
社
曾
的
に
そ
の
重

要
性
を
増
す
に
連
れ
て
初
期
の
恩
恵
的
事
實
関
係

か
ら
法
律
関
係

に
進
化
し
、
而
し
て
夫
か
今
や
箪
純
な
る
債
権
関
係

と
し
て
の
相

よ
り
更

に
韓
向
し
て
物
堰
関
係

と
し
て
の
表
現
を
採
る
に
到

つ
た
。
此
の
進
化
過
程
の
理
論
的
解
説
は
種
々
の
困
難
を
俘
ふ
の
で
あ

ゲ
ォ
ル
ゲ
・
ア
●
レ
ー
ニ
ン
グ

「
物
件ざ
し
て
の
借
地
堰
」

(第
二
瑠
第
二
號
)

(
二
一二
)

一一二



ゲ
オ

ル
グ

●
ア

●
レ
ー

二
ソ
グ

「
物
擢
ざ
し
て
の
借
地
権
」

(
第

二
巻
第
二
號
)

(
二
二
二
)

三
二

る
が
、
著
者
は
そ
の
利
益

探
究
な
る
方
法
に
基
抵
し
て
賃
貸
借
関
係

に
内
在
す
る
種

々
の
利
益
関
係

を
分
析
し
、
以
て
其
の
中
核
た
る

保
持
利
益

の
下
位
概
念
と
し
て
の
物
的
利
益

を
抽
出
し
來
り
、
夫
を
更
に
上
述
四
表
現
形
態
に
分
析
し
夫

々
の
発
展

並
に
夫
等
の
相

互
関
係

に
嚴
密
な
る
吟
味
を
加

へ
た
の
で
あ
る
。
か

・
る
利
益
探
究

に
基
く
全
腿
性
的
考
察
は
、
現
象
的

に
は
何
等
因
果
関
係

な
き

如
く
見
ゆ
る
が
爲

に
從
來
唯
断
片
的
な
る
規
定
の
箪
純
な
る
総
和
,こ
し
て
の
み
観
察
さ
れ
た
賃
貸
借
を
し
て
、
相
互
に
不
可
分
離
の

関
係

に
立
て
る
,
而
も
軍
純
化
し
た
見
通
し
の
付
く

一
の
法
律
的
有
機
罷

に
迄
作
わ
上
げ
た
。
而
も
そ
の
法
律
的
有
機
騰
た
る
や
最

近
の
立
法
に
依
り

一
の
物
件

嗣
係
,こ
し
て
構
成
さ
れ
つ
・
あ
る
も
の
な
る
こ
と
を
如
・貫
に
展
開
し
、
且
つ
正
確

に
論
謹
し
て
ゐ
る
。

爾
著
者
は
欧
州
各
國
の
賃
貸
借
に
關
す
る
立
法
例
を
極
め
て
綿
密
に
蒐
集
し
そ
れ
を
整
埋
し
て
適
當
に
配
列
せ
る
が
故

に
、
本
書
は

理
論
的
に
興
味
あ
る
研
究
た
る
に
止
ら
ず
、
吾
國
の
將
來
の
賃
貸
借
立
法
に
貴
重
な
る
資
料
を
提
供
す
る
も
の
,三
言
ひ
得
る
で
あ
ら

う
。
何
は
兎
も
あ
れ
か

・
る
貴
重
な
る
文
献
を
我
國
に
紹
介
す
る
こ
と

に
喜
び
を
感
ず
る
ーこ
共
に
、
著
者
の
眞
意
を
把
束
し
得
ざ
り

し
や
を
憂
ひ
つ
・
薙
に
摘
筆
す
る
。


